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平成１9年１月　広報なかの  ２３　平成１9年１月　広報なかの

損
害
を
被
り
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
市
が
発
足
し
て
三
年
目
を
迎

え
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
戴
し
な
が
ら
、
一
体
化
の
促
進

と
同
時
に
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め

努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

昨
年
九
月
に
は
、
本
市
が
目
指
す
べ
き

今
後
十
年
間
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
と

な
る
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
都
市
像
を
「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ

と　

文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
と
定
め
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
つ
つ
、
市
民
と
行

政
が
互
い
に
連
携
し
、
地
域
の
活
性
化
と

福
祉
の
向
上
に
向
け
、
一
体
と
な
っ
て
豊

か
な
生
活
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
年
四
月
に
開
幕
す
る
プ
ロ
野

球
独
立
リ
ー
グ
北
信
越
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
リ
ー
グ
に
参
画
す
る
「
信

濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
リ
ー
グ
は
、
野
球
を
通
じ
て
地
域

の
活
性
化
や
青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
、

リ
ー
グ
に
係
わ
る
全
て
の
人
が
、
力
い
っ

ぱ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

夢
や
希
望
を
胸
に
、
ひ
た
む
き
に
努
力

す
る
選
手
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
は
、
本
市
の
青
少
年
や
市
民
に
大
き
な

勇
気
や
感
動
を
与
え
て
、
ま
た
、
本
市
を

県
内
外
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
に
な
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
、
こ
の
リ
ー
グ
に

参
画
す
る
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
が
昨
年
、

練
習
場
を
公
募
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
応

募
い
た
し
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
間
も
な
く
こ
の
練

習
場
の
発
表
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
が
、
決
定
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
市
民

全
体
で
受
入
れ
の
準
備
を
進
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
化
の
時
代
に
対
応
す
べ
く
、
そ

れ
ぞ
れ
百
有
余
年
の
歴
史
が
あ
る
中
野

高
等
学
校
と
中
野
実
業
高
等
学
校
が
統

合
さ
れ
、
総
合
学
科
高
校
と
し
て
新
た

に
「
中
野
立
志
館
高
等
学
校
」
と
し
て

四
月
に
開
校
と
な
り
ま
す
。

　

両
校
の
伝
統
を
引
継
ぎ
つ
つ
、
総
合

学
科
高
校
と
し
て
新
た
な
文
化
を
築
き
、

大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
本
年
が
、

幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
市

政
に
対
す
る
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健

勝
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
と

と
も
に
、
日
ご
ろ
市
政
に
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
ま

し
て
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
昨
年
は
、
豪
雪
や

豪
雨
な
ど
に
よ
り
各
地
で
大
き
な
災
害

が
発
生
し
、
本
市
に
お
い
て
も
甚
大
な
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市
で
は
、
合
併
に
伴
い
、
平
成
十
七
年

度
か
ら
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
た
び
総
合
計
画
を
構
成
す

る
三
つ
の
計
画
の
う
ち
、
基
本
構
想
及
び

前
期
基
本
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
実
施
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
平
成
十
九
年
度
予
算
編
成
を

行
い
、
四
月
か
ら
新
た
な
計
画
の
も
と
、

都
市
像
の
実
現
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
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・
市
民
約
五
千
人
（
十
六
歳
以
上
の
市
民

の
中
か
ら
無
作
為
抽
出
）
を
対
象
と
し

た
市
民
意
識
調
査
、
公
募
委
員
と
職
員

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
市
内
全
地

区
で
開
催
し
た
市
民
懇
談
会
な
ど
、
多

く
の
市
民
の
皆
様
の
声
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
き
、
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

・
基
本
計
画
の
着
実
な
実
施
を
図
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い
計
画
と

な
る
よ
う
に
、
数
値
目
標
を
具
体
的
に

設
定
し
、
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

・
健
全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、
地
域
の

課
題
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
に
、

市
民
と
行
政
が
情
報
を
共
有
し
、
と
も

に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
計
画
で
す
。

・
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
市
建
設
計

画
）
と
の
整
合
を
図
っ
て
い
ま
す
。

�
企
業
誘
致
・
産
業
立
地
の
促
進

・
工
場
や
事
業
所
な
ど
の
企
業
誘
致
を
進

め
ま
す
。

・
市
民
に
よ
る
起
業
・
創
業
や
市
内
企
業

に
よ
る
技
術
革
新
・
経
営
改
善
を
支
援

し
ま
す
。

・
幹
線
道
路
沿
道
な
ど
交
通
条
件
を
生
か

し
た
経
済
活
性
化
を
促
進
し
ま
す
。

�
農
業
を
起
点
と
し
た
産
業
振
興
策
の
実
施

・
農
業
経
営
基
盤
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ

り
、
売
れ
る
農
業
を
推
進
し
ま
す
。

・
遊
休
荒
廃
農
地
の
保
全
耕
作
や
、
地
域

営
農
を
促
進
す
る
た
め
の
組
織
を
整
備

し
ま
す
。

・
地
産
地
消
の
拡
大
や
農
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
市
民
と
と
も
に
進
め
ま
す
。

�
観
光
誘
客
資
源
の
開
発

・
本
市
の
自
然
や
歴
史
・
文
化
に
根
ざ
し

た
魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、

観
光
・
体
験
資
源
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
信
州
な
か
の
観
光
協
会
と
連
携
し
、
様

々
な
形
で
観
光
誘
客
資
源
の
開
発
を
促

進
し
ま
す
。

�
公
益
的
分
野
で
の
経
済
活
動
の
促
進

・
環
境
保
護
、
保
健
福
祉
、
地
域
活
性
化

な
ど
の
公
益
的
分
野
に
お
け
る
経
済
活

動
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
）
を
促

進
し
ま
す
。

�
地
域
情
報
化
計
画
の
策
定
・
推
進

・
地
域
情
報
化
計
画
を
策
定
し
、
本
市
の

情
報
化
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

�
地
域
情
報
基
盤
の
整
備

・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
伝
送
路
に
よ
る
地
域
情

報
基
盤
を
整
備
し
、
本
市
に
お
け
る
高

速
通
信
環
境
の
構
築
を
促
進
し
ま
す
。

・
中
野
地
域
と
豊
田
地
域
に
お
け
る
有
線

テ
レ
ビ
の
一
体
的
運
用
を
図
り
ま
す
。

�
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し

た
電
子
自
治
体
の
推
進

・
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
行
政
情
報
の
提

供
を
推
進
し
ま
す
。

・
有
線
テ
レ
ビ
施
設
・
有
線
放
送
電
話
施

設
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
広
報
広
聴
の

充
実
を
推
進
し
ま
す
。

・
電
子
申
請
、
電
子
届
出
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
行
政
事
務
の
電
子
化
を
進
め
ま

す
。

・
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
り
、
防
災

や
防
犯
な
ど
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確

保
を
図
り
ま
す
。

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
様
々
な
分
野

へ
の
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
つ
い
て

研
究
し
ま
す
。

�
情
報
通
信
技
術 （
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）の
利
用
促
進

・
市
民
誰
も
が
情
報
通
信
技
術
の
進
歩
を

暮
ら
し
の
中
に
生
か
し
、
適
切
に
利
用

で
き
る
よ
う
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。
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 「
高
度
情
報
化
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
グ
ッ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン　

信
州
中
野
〜
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●これまでの策定経過
17年８月　総合計画審議会（策定方針等）
　　10月　市民意識調査（16歳以上の市民の中から5,000人対象）
　　11月　総合計画審議会（市民意識調査速報）
18年１月～３月　中野市の未来を語るワークショップ
　　　　　　　　（６回開催）
　　３月　総合計画審議会（中間報告）
　　６月～７月　市民懇談会（市内11地区）
　　８月　基本構想パブリックコメント
　　　　　総合計画審議会（基本構想諮問、答申）
　　９月　中野市議会定例会（地方自治法第２条第４項の
　　　　　規定による基本構想の議決）
　　11月　総合計画審議会（前期基本計画諮問）
　　　　　前期基本計画パブリックコメント
　　12月　総合計画審議会（前期基本計画部会審議、答申）
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め
の
市
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

・
文
化
芸
術
に
親
し
み
創
造
し
て
い
く
た
め
、

市
民
共
有
の
基
本
方
針
を
策
定
し
ま
す
。

�
市
民
組
織
の
設
立

・
市
民
の
参
画
を
得
て
、
文
化
芸
術
振
興

事
業
団
（
仮
称
）
を
設
立
し
ま
す
。

・
市
民
の
多
彩
で
自
主
的
な
文
化
芸
術
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

�
文
化
施
設
の
整
備

・
老
朽
化
の
進
む
市
民
会
館
に
代
わ
る
、

新
た
な
文
化
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

�
既
存
施
設
の
有
効
利
用

・
文
化
芸
術
活
動
の
促
進
の
た
め
、
既
存

の
公
共
施
設
の
有
効
な
利
活
用
を
図
り

ま
す
。

・
多
岐
に
わ
た
る
公
共
施
設
を
活
用
し
、

多
く
の
市
民
と
と
も
に
、
優
れ
た
芸
術

文
化
に
触
れ
る
機
会
を
創
り
ま
す
。
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「
産
業
誘
発
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
こ
こ
で
働
く　

私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
〜
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●計画の構成

　実施計画は、基本計画で定めた施策を、計画的か
つ効率的に実施するための具体的な事業計画で、毎
年度の予算編成の指針となるものです。
　計画期間は三カ年とし、毎年度見直しを行います。

　基本計画は、基本構想を実現するための具体的な
施策を示すものです。また、施策ごとにめざす姿と
施策の内容、可能な限りの数値目標を示します。
　計画期間は、前期と後期に分け、後期計画につい
ては、前期計画の事業成果や、社会経済情勢の変化
などをふまえ、中間年において見直しを行います。

　基本構想は、中野市がめざす都市像とそれを実現
するための施策の大綱を、長期的かつ総合的な視野
に立って明らかにするものです。
　平成19年度(2007年度)を初年度とし、平成28年度
(2016年度)を目標年次とする10カ年の構想とします。
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都
市
像
の
実
現
に
向
け
、
先
導
的
に
取

り
組
む
課
題
に
対
し
て
、
前
期
基
本
計
画

の
計
画
期
間
に
戦
略
的
･
重
点
的
に
取
り

組
む
施
策
を
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」 と
し
て
位
置
付
け
、
総
合
的
・
横
断

的
な
視
点
か
ら
そ
の
実
現
を
推
進
し
ま
す
。

�
文
化
芸
術
活
動
の
総
合
的
推
進

・
文
化
芸
術
振
興
を
総
合
的
に
進
め
る
た
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「
文
化
芸
術
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
一
人
ひ
と
り
が
芸
術
家

文
化
が
香
る
信
州
中
野
〜
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市
で
は
現
在
、
新
た
な
区
域
の
中
で
効
率
的
か
つ
適
切
に
環
境
保
全
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、「
中
野
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
参
考
と
す
る
た
め
、
昨

年
九
月
に
「
市
民
環
境
意
識
調
査
」
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
の
一

部
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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�
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�
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多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
市
民

環
境
意
識
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
中
野
市
環
境
基
本
計
画
を

策
定
す
る
う
え
で
、
今
回
、
実
施
し

た
調
査
結
果
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見

等
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
市
民
環
境
意
識
調
査

及
び
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
、
ご

不
明
な
点
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

市
役
所
環
境
課
環
境
係
（�
�
２
１

１
１
内
線
２
４
７
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
、
現
代
社
会

が
も
た
ら
す
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
、
経
済
活

動
に
お
け
る
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
、
行

政
が
、
市
民
や
事
業
者
と
一
体
と
な
っ

た
協
働
に
よ
る
総
合
的
な
環
境
対
策
を

推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
環
境
の
保
全
に
関
す

る
施
策
を
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
『
中
野
市

環
境
基
本
計
画
』
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
今
回
お
知
ら

せ
し
た
「
市
民
環
境
意
識
調
査
」
の
実

施
や
環
境
に
関
す
る
現
状
の
把
握
、
分

析
、
対
策
の
検
討
を
は
じ
め
、
市
民
の

代
表
の
方
に
よ
る
会
議
の
開
催
、
ま
た
、

今
後
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を

実
施
し
、
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
基
本
計
画
の
策
定
段
階

に
お
い
て
、
公
募
等
に
よ
る
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
る
市
民
環
境
会
議
を
開
催
し
、

意
見
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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市民環境会議 （ワークショップ）の様子
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　（とても良くなった、良くなったの上位５項目）
　５年前より｢とても良くなった」｢良くなった｣との回答は、｢ごみの
分別方法や出す時間などの状況｣｢プラスチックなどの焼却や野焼き
の状況」｢歩道の延長、歩きやすさなどの状況｣｢公園の数、面積、質、
手入れなどの状況｣｢まちの清潔さ｣の順で多くありました。

��������	
���
����������������
　（今後改善すべきと考えるもの　上位５項目）
　今後改善すべきものでは、｢もっと改善すべき」｢どちらかといえば改
善すべき｣をあわせると、｢ポイ捨てや不法投棄の状況｣｢住みやすさ｣｢中
野市の環境のイメージ｣｢歩道の延長、歩きやすさなどの状況」｢川などの
水のきれいさ｣の順で多くありました。
　また、｢歩道の延長、歩きやすさなどの状況｣は５年前より良くなった
との回答が多くありましたが、改善すべきとの回答も多くありました。

��������	
��
�����������������
　環境をよくするために優先させる事項では、｢不法投棄防止対
策」｢ごみ減量化やリサイクルの推進｣｢環境モラルの向上｣｢水質
汚濁対策」「地球温暖化防止対策」の順で多くありました。

環境をよくするために優先させる事項（３つまでの複数回数）

未記入

その他

環境改善のための
法律の整備

騒音・振動対策

クリーンエネルギ
ーの推進

省エネルギーの推進

環境教育の推進

まちの美化や景観
保全対策

緑化の推進

環境にやさしい生活
スタイルへの転換

農地の保全

自然環境の保全

大気汚染対策

地球温暖化防止対策

水質汚濁対策

市民の環境モラル
の向上

ごみ減量化やリサ
イクルの推進

不法投棄防止対策

���������	
��
����
��
�����

「市内のみどりは多
いですか」の問いで
は、小学生、中学生
ともに「とても多い」
「多い」の回答を合
わせると６割を超え
ています。

｢ごみはマナーを守
って捨られています
か｣の問いでは、小学
生、中学生ともに｢悪
い人が多い｣｢みんな
悪い｣の回答を合わ
せると３割を超えて
います。

����������	
��
�������
��������	
��
����������

　　「ポイ捨てや山などにごみが捨てられるのをなくす」
 　「空気、水などをきれいにする」が小学生、中学生と
　もに多い回答でした。
　　また、中学生では、地球温暖化対策、省エネルギー、
　自然エネルギーの活用についての回答も多くありました。
○その他、環境に関することについて、３２３人の
方から日頃感じていることや意見をいただきました。
　また、小学生２１６人、中学生１６８人の方から
自由意見をいただきました。

・対象者
　各小学校５年生１クラス、各中学校２年生２クラス
・調査・回答総数
　４５７人（小学５年生２１９人、中学２年生２３８人）

ポイ捨てや山などにごみポイ捨てや山などにごみ
が捨てられるのをなくすが捨てられるのをなくす

未記入未記入

その他その他

空気、水などをきれいにする空気、 水などをきれいにする

森や公園などの緑を残し、森や公園などの緑を残し、
動物のすむ場所を守る動物のすむ場所を守る
ごみをあまり出さないようごみをあまり出さないよう
にして、リサイクルを進めるにして、リサイクルを進める
地球温暖化の原因になってい地球温暖化の原因になってい
る二酸化炭素の排出を減らする二酸化炭素の排出を減らす
エネルギーや資源をむだエネルギーや資源をむだ
に使わないようにするに使わないようにする
太陽の光や風、川の流れなど自太陽の光や風、川の流れなど自
然の力を使い電気をつくる然の力を使い電気をつくる
公園や遊び場をふやしたり、安全公園や遊び場をふやしたり、安全
に川に近づき遊べるようにするに川に近づき遊べるようにする

騒音や振動をなくし、静騒音や振動をなくし、静
かにするかにする
学校などで環境につい学校などで環境につい
て勉強するて勉強する

自動車を少なくする自動車を少なくする

まちの清潔さまちの清潔さ

公園の状況公園の状況

歩道の状況歩道の状況

野焼きの状況野焼きの状況

ごみの出し方ごみの出し方

住みやすさ住みやすさ

ポイ捨てポイ捨て
不法投棄の状況不法投棄の状況

「中野市の環境」 「中野市の環境」
イメージイメージ

歩道の状況歩道の状況

 川などの水の川などの水の
きれいさきれいさ

とても良くなった 良くなった 変わらない 悪くなった とても悪くなった ５年前を知らない 未記入

もっと改善すべき どちらかといえば改善すべき 今のままでよい 関心がない 未記入

���� ����

南宮中南宮中
68人 28.6%68人 28.6%

中野小中野小
29人29人
13.2%13.2%

中野平中中野平中
63人 26.5%63人 26.5%

高社中高社中
57人 23.9%57人 23.9%

豊田中豊田中
50人 21.0%50人 21.0%

日野小日野小
20人20人
9.1%9.1%

延徳小延徳小
26人26人
11.9%11.9%

平野小平野小
24人24人
11.0%11.0%

高丘小高丘小
16人 7.3%16人 7.3%

長丘小長丘小
20人 9.1%20人 9.1%

平岡小平岡小
21人21人
9.6%9.6%

科野小科野小
19人19人
8.7%8.7%

倭小倭小
14人 6.4%14人 6.4%

豊井小豊井小
21人 9.6%21人 9.6%

永田小永田小
9人 4.1%9人 4.1%

00 5050 100100 150150 200200

中学生中学生小学生小学生 人人

11
00
22
11

1212
1111
1313
1212
2222
1010

3939
3737

6565
4343

7676
3636

7878
4848
6767
7979
7171
7777

120120
136136

120120
156156

ごみはマナーを守って捨てられていますか？

市内のみどりは多いですか？

中学生中学生

小学生小学生

中学生中学生

小学生小学生

みんな良いみんな良い 良い人が多い良い人が多い 悪い人が多い悪い人が多い みんな悪いみんな悪い

人人ふつうふつう多い多い 少ない少ない とても少ないとても少ないとても多いとても多い

人人

4747

4949

102102

105105

7575

5151

1212

1313

22

1111

99

3030

5656

115115

7373

7575

7777

77

44

11

ふつうふつう

人人00 5050 100100 150150 200200 250250

中学生中学生

小学生小学生

128128

106106

110110

113113

男性男性 女性女性
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男性男性
375人375人
45.6%45.6%

女性女性
416人416人
50.6%50.6%

未記入未記入
31人 3.8%31人 3.8%

20歳代20歳代
78人78人
9.5%9.5% 30歳代30歳代

105人105人
12.8%12.8%

40歳代40歳代
102人102人
12.4%12.4%

50歳代50歳代
170人170人
20.7%20.7%

60歳代60歳代
150人150人
18.2%18.2%

70歳代70歳代
151人151人
18.4%18.4%

80歳以上80歳以上
50人 6.1%50人 6.1%

未記入 16人 1.9%未記入 16人 1.9%

中野 269人中野 269人
32.7%32.7%

日野 42人日野 42人
5.1%5.1%

延徳 62人延徳 62人 
7.5%7.5%

平野平野
110人110人
13.4%13.4%

高丘高丘
78人78人 
9.5%9.5%

長丘 22人長丘 22人
2.7%2.7%

平岡平岡
70人70人
8.5%8.5%

科野 30人科野 30人 
3.6%3.6%

倭 32人倭 32人 
3.9%3.9%

豊井 49人豊井 49人 
6.0%6.0%

永田 37人永田 37人 
4.5%4.5% 未記入 21人 2.6%未記入  21人 2.6%

4949

1010

4242

5050

5252

6666

7777

9090

9494

108108

125125

128128

191191

225225

228228

241241

241241

278278

00 5050 100100 150150 200200 250250 300300

・対象者
　市内在住の２０歳以上の男女
　２,０００人（無作為抽出）
・調査総数　１,９８６人
　（あて先不明者等を除く）
・回答総数　　 ８２２人
・回収率　　 ４１．４％

2323

2525

1616

3737

5151

256256

274274

287287

327327

342342

362362

335335

343343

262262

268268

8383

6262

5858

6161

6767

1414

1010

1515

1717

99

4242

6363

5555

7070

4949

4242

5353

4848

4848

3636

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90%100%100%

人人

0%0% 10%10% 20%20% 30%30% 40%40% 50%50% 60%60% 70%70% 80%80% 90%90%100%100%

人人

190190

199199

204204

212212

284284

288288

302302

328328

325325

280280

181181

159159

127127

148148

101101

77

1010

1111

88

66

156156

152152

152152

129129

151151

0%0% 20%20% 40%40% 60%60% 80%80% 100%100%

0%0% 20%20% 40%40% 60%60% 80%80% 100%100%



　12月定例市議会が12月５日から12月19
日まで、15日間の会期で開催されました。
　この議会では、条例案24件、予算案６
件、事件案７件のあわせて37件の議案が
審議され、いずれも原案どおり可決され
ました。また、 意見書などについても審
議されました。
　ここでは主な内容をお知らせします。
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平成１9年１月　広報なかの  ６

 「
中
野
市
副
市
長
定
数
条
例
」
の
制
定

　

「
地
方
自
治
法
」
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
助
役
制
度
の
見
直
し
が

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
副
市
長
の

定
数
を
定
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

 「
中
野
市
組
織
条
例
」の
一
部
改
正

　

「
市
民
環
境
部
」
を
「
く
ら
し

と
文
化
部
」
に
改
め
、
文
化
施
設

建
設
準
備
室
、
市
民
課
及
び
教
育

委
員
会
が
所
管
し
て
い
た
文
化
芸

術
に
関
す
る
事
項
を
、新
た
に「
く

ら
し
と
文
化
部
」
の
所
管
と
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
」

の
一
部
改
正

　

保
険
給
付
と
税
負
担
の
平
準
化

を
図
る
た
め
、
税
率
の
改
定
並
び

に
被
保
険
者
均
等
割
額
及
び
世
帯

別
平
均
割
額
の
減
額
規
定
に
つ
い

て
、
所
要
の
改
正
を
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

「
中
野
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条

例
」
の
制
定

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の

推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、

市
、
市
民
、
事
業
者
及
び
地
域
団

体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と

も
に
、
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
図
る
た
め
、

制
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ

ー
条
例
」
の
廃
止

　

農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
体

育
施
設
と
し
て
管
理
す
る
た
め
、

廃
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
モ
ー
テ
ル
類
似
施
設
建

築
規
制
条
例
」
の
制
定

　

青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
と

と
も
に
、
市
民
の
良
好
な
生
活
環

境
を
維
持
す
る
た
め
、
モ
ー
テ
ル

類
似
施
設
の
建
築
を
規
制
す
る
条

例
を
制
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

※
な
お
、
こ
の
他
に
も
市
の
施
設

条
例
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
中
野

市
行
政
改
革
大
綱
」
及
び
「
実

行
計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）」

の
「
適
正
な
受
益
者
負
担
の
検

討
」
に
基
づ
き
、
使
用
料
等
に

つ
い
て
、
改
正
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

《
一
般
会
計
》

　

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算

に
一
億
八
千
六
十
五
万
七
千
円
を

追
加
し
て
、
総
額
を
百
七
十
五
億

八
千
七
百
七
十
二
万
二
千
円
と
し

ま
し
た
。
主
な
歳
出
の
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
費
で
、
事
業
費
確
定
に
伴
い

六
一
八
万
余
円
を
減
額

〈
民
生
費
〉
●
入
園
児
増
加
等
に

伴
う
嘱
託
保
育
士
等
の
報
酬
に
二
、

二
四
四
万
余
円
の
増
額

〈
衛
生
費
〉
●
健
康
診
査
事
業
費

で
、
各
種
検
診
の
受
診
者
増
に
伴

い
一
、
七
四
二
万
余
円
を
増
額

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
水
路
等
修

繕
工
事
費
に
三
五
一
万
余
円
を
増
額

〈
土
木
費
〉
●
道
路
新
設
改
良
費

で
、
生
活
道
路
整
備
と
し
て
東
吉

田
信
号
機
交
差
点
関
連
事
業
費
な

ど
に
四
、
七
五
二
万
余
円
を
増
額

〈
消
防
費
〉
●
消
防
施
設
費
で
、

消
火
栓
新
設
改
良
工
事
等
負
担
金

に
九
四
万
円
を
増
額

〈
教
育
費
〉
●
体
育
施
設
費
で
、

市
営
野
球
場
の
防
球
ネ
ッ
ト
の
設

置
工
事
な
ど
の
施
設
改
修
工
事
等

に
七
、
四
九
七
万
余
円
の
増
額

〈
災
害
復
旧
費
〉
●
道
路
橋
梁
災

害
復
旧
費
で
、
平
成　

年
豪
雨
災

18

害
の
事
業
費
確
定
に
伴
い
六
八
一

万
余
円
を
減
額

《
特
別
会
計
》

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
保
険
給
付

費
で
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
保
険
者

負
担
金
の
四
、
六
〇
〇
万
円
を
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給
付
費

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
保
険
者
負
担
金

に
組
み
替
え

〈
情
報
通
信
施
設
事
業
〉
●
総
務

管
理
費
で
、
市
道
改
良
に
伴
う
支

障
物
件
移
転
工
事
費
六
八
万
余
円

を
増
額

〈
下
水
道
事
業
〉
●
下
水
道
建
設

費
で
、
事
業
費
の
確
定
に
よ
り
水

処
理
施
設
改
築
工
事
委
託
料
四
、

五
〇
〇
万
円
を
減
額

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
総
務

管
理
費
で
、
消
費
税
の
確
定
に
伴
い

消
費
税
二
、
六
二
五
万
余
円
を
増
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
浄
水
施
設
改
良

費
及
び
配
水
施
設
改
良
費
あ
わ
せ

て
四
、
三
三
〇
万
円
の
減
額

　

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
指
定

管
理
者
の
指
定
及
び
農
村
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指

定
の
変
更
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
得
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
、

新
た
な
後
期
高
齢
者
医
療
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
県
内
の
全

市
町
村
が
加
入
す
る
長
野
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に

当
た
り
、
議
会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

　

中
野
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想

に
定
め
る
都
市
像
「
緑
豊
か
な
ふ

る
さ
と　

文
化
が
香
る
元
気
な
ま

ち
」
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
を

め
ざ
し
、
平
成
二
十
八
年
を
目
標

年
次
と
す
る
中
野
市
国
土
利
用
計

画
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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▲市営野球場に防球ネットの設置
　を行います
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近
年
の
急
速
な
高
齢
化
社
会

の
進
行
等
に
よ
り
、
医
療
費
が

年
々
増
加
し
、
国
保
会
計
の
支

出
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
一

方
、
国
保
加
入
者
の
所
得
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
等
に
よ
り
、

国
保
税
に
よ
る
収
入
は
年
々
減

少
し
て
き
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
た
め
に
「
財
政
調
整

基
金
」
を
取
り
崩
し
て
国
保
会

計
の
収
入
に
充
て
、
財
政
運
営

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平
成

十
七
年
度
の
取
り
崩
し
に
よ
り
、

基
金
残
高
が
約
十
万
円
と
底
を
つ

い
た
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
十
八
年
度
に
お

い
て
、
国
保
税
率
引
き
上
げ
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
税
率

の
ま
ま
で
は
国
保
財
政
の
運
営
が

で
き
な
い
た
め
、
市
議
会
や
国
保

運
営
協
議
会
で
ご
審
議
い
た
だ
き
、

や
む
を
得
ず
平
成
十
九
年
度
の
税

率
を
引
き
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
一
月
一
日
に
六
十

五
歳
に
な
っ
て
い
た
方
で
、
税
制

改
正
に
よ
る
公
的
年
金
等
控
除
の

見
直
し
に
よ
り
国
保
税
が
増
加
す

る
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
急
激
な

増
加
を
避
け
る
た
め
、
平
成
十
八

・
十
九
年
度
の
国
保
税
算
定
時
に

控
除
を
設
け
、
二
十
年
度
で
本
来

の
国
保
税
額
に
移
行
し
て
い
く
経

過
措
置
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
国
保
の
健
全
財
政
を
堅

持
す
る
た
め
、
医
療
費
や
国
保
資

格
の
適
正
化
を
図
る
取
り
組
み
や
、

国
保
税
の
収
納
対
策
の
強
化
を
進

め
、
財
政
の
健
全
化
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

○
市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
９
６
）

○
豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
２
１
）

国
保
税
率
引
き
上
げ
の
理
由

公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し

に
伴
う
国
保
税
の
経
過
措
置

��������	
��
�������

��������	

　市の国民健康保険では、今後の医療費の動向や医療制度改革などの状況を
考慮し、予測される赤字を解消していくため、平成19年度において次のとお
り国保税率の改定をお願いすることになりました。
　この改定により、平均で約11パーセントの引き上げとなります。

平成18年度 県内19市の国保税率の状況（平成18年4月1日） 
介　　　護　　　分医　　　療　　　分

応　益　割応　能　割応　益　割応　能　割

平等割
（円）

均等割
（円）

資産割
（％）

所得割
（％）

平等割
（円）

均等割
（円）

資産割
（％）

所得割
（％）

5,1915,8144.571.7620,70918,95521.887.3119市平均

4,8007,0004.002.1020,00018,30022.007.10中野市

5,8807,200－2.3017,88016,080－7.20長野市

4,4403,960－1.6022,20018,000－9.00松本市

6,0005,0003.002.4023,50023,50023.008.55上田市

4,1005,3007.601.2019,50018,50025.007.00岡谷市

6,8006,8003.002.1021,00019,00010.006.50飯田市

3,4003,9007.501.1218,50016,00032.007.40諏訪市

4,7006,2003.001.8024,50022,00015.009.00須坂市

4,7006,2003.001.8024,50022,00015.009.00小諸市

7,0008,0005.001.9024,00023,00015.006.20伊那市

5,0005,6007.002.1917,10015,20024.006.75駒ヶ根市

5,3005,3004.001.4619,60017,36026.007.37大町市

5,8006,8005.302.2018,80015,90038.007.40飯山市

4,8006,0005.701.5018,50017,50019.006.90茅野市

5,6006,2003.501.5021,10020,20018.007.30塩尻市

5,0006,0005.001.8019,80018,60024.007.60千曲市

4,3004,0003.001.1018,00016,00016.006.10佐久市

4,0004,0003.501.1019,00018,00033.006.10東御市

7,0007,000-2.2026,00025,00017.006.50安曇野市

��������	
��
��
介護保険分（40～64歳
の第２号被保険者）　　

医　療　分
平成１９年４月１日から適用の国保税率

（納期は７月から始まります）

19年度18年度19年度18年度区　　分　　（年 税 額）

2.10% （据置）2.10%8.60%7.10% 被保険者の前年の所得額に応じて所得割

4.00% （据置）4.00%22.00％ （据置）22.00% 被保険者の固定資産税に応じて資産割

7,000円 （据置）7,000円20,500円18,300円 世帯の加入者一人あたりの額均等割

4,800円 （据置）4,800円22,000円20,000円 一世帯あたりの額平等割

（注） 国保税は一世帯ごと、「世帯主」が納税義務者となり課税されます。

（注）「医療費」は、医療機関等へ支払った金額ではなく、治療等にかかった全ての金額です。
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100,000
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200,000

250,000

300,000

350,000
円

▲中野市国保では、一年間医療給付を受けず、
　国保税完納の健康世帯を褒彰しています。

��������	
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一人当たり医療費の推移 一人当たり国保税年税額(調定額)の推移

12 13 14 15 16 17 18 年度

288,263 299,852 294,601
330,447319,684305,746

60,33668,633 72,329
62,02662,99870,96471,309
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期
日　

二
月
二
十
日�

時
間　

開
場 
午
後
六
時

　
　
　

開
会 
午
後
六
時
二
十
分

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

演
題　

「
ヤ
ン
キ
ー
先
生
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
―
夢
は
逃
げ
て
い

か
な
い
―

講
師　

義
家
弘
介
先
生

聴
講　

無
料

　

今
回
、
ヤ
ン
キ
ー
先
生
と
し
て
お
な
じ
み
の
義
家
弘
介
先
生
を
お

招
き
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
を
未
来
の
中
野
市
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
の
人
権
教
育
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
整
理
券
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
左
記
の
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

（�
�
２
２
８
７
）

市
役
所
子
育
て
課
青
少
年
未
来
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
５
７
）

　

聴
講
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、

事
前
に
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間

二
月
一
日�
か
ら
十
四
日�
ま
で

※
中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー
に
直
接

お
出
か
け
い
た
だ
い
て
申
込
み

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
申
込
者

一
名
に
つ
き
、
二
枚
ま
で
先
着

順
に
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

●
申
込
受
付
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

※
平
日
の
み
（
月
曜
か
ら
金
曜
）

中野市人権センター （申込み場所） 案内図
人
権
教
育
講
座

 「
ヤ
ン
キ
ー
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

― 
夢
は
逃
げ
て
い
か
な
い 
―

　

中
野
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
昨
年
の
十
一
月

二
日
〜
十
二
月
十
二
日
ま
で
の
間
、
中
野
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
漢
字
一

文
字
を
皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
く
「
信
州
中
野
の
一
文
字
大
賞
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

応
募
者
が
「
豊
」
を
選
ん
だ
主
な
理
由

・
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
山
、
川
、
緑
、
田
畑
な
ど

美
し
く
豊
か
な
景
観
。　

・
果
物
、
野
菜
な
ど
の
農
作
物
の

豊
か
な
実
り
。　

・
人
々
の
心
が
豊
か
。

・
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も
し
て
い
き
た
い
。

・
高
社
山
、
斑
尾
山
を
は
じ
め
、
周
り
を
見
わ
た
せ
ば
四
季
折

　

々
に
変
化
の
富
ん
だ
美
し
い
山
々
の
眺
め
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

・
遠
く
か
ら
で
も
高
社
山
や
斑
尾
山
が
見
え
る
と
安
心
で
き
る
。

・
山
を
眺
め
る
と
心
が
広
く
な
れ
る
。

・
山
の
木
々
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
、
中
野
に
は
緑
が
溢
れ
て

い
る
。　

・
中
野
に
は
、
心
を
落
ち
着
か
せ
て
く
れ
る
清
々

し
い
爽
や
か
な
緑
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
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●
中
野
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
漢
字
一
文
字
は
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高
野
辰
之
先
生
が
作
詞
し
、
広
く

愛
さ
れ�
わ
れ
続
け
て
い
る
「
故�
」

の
中
の
原
風
景
の
よ
う
に
、
高
社�

や
斑
尾�
な
ど
四
季
折
々
に
彩
り
を

み
せ
て
く
れ
る�
し
い
自
然
に
囲
ま

れ
た
、�
�
か
な
ふ
る�
、
信
州�

野
は
、
美
味
し
い�
物
や
野
菜
、
茸

な
ど
の
農
作
物
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、

中
山
晋
平
先
生
、
久
石
譲
さ
ん
と
い

っ
た
著
名
な
作
曲
家
を
輩
出
し
た
音

�
の
ま
ち
を
描
き
出
す
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

集
計
結
果
の
詳
細
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
公
民
館
等
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。
な
お
、
記
念
品
の
当
選

に
つ
い
て
は
発
送
を
も
っ
て
発
表

に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推

進
係 （��
２
１
１
１
内
線
３
０
７
）

�
中
野
市 （
西
条
） 出
身
の
書
家
で
日
展
会
友

の
関
吾
心
先
生
に
揮
毫
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
作
品
は
、
市
役
所
本
庁
市
民
ホ
ー
ル
に

今
月
十
九
日�
ま
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

▲関吾心先生

上位20文字
(数字は応募数)

① 豊 118
② 山　96
③ 緑　89
④ 果　63
⑤ 郷　51
⑥ 里　47
⑦ 美　47
⑧ 歌　44
⑨ 中　41
⑩ 楽　36
⑪ 農　32
⑫ 茸　31
⑫ 信　31
⑭ 花　30
⑭ 実　30
⑯ 音　29
⑯ 和　29
⑱ 響　28
⑲ 彩　24
⑳ 優　23

　

今
回
、
四
十
三
回
目
を
迎
え
る

『
中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞
優
秀
賞

入
選
曲
発
表
会
』
を
行
い
ま
す
。

　

応
募
総
数
四
百
六
十
三
曲
の
中

平成19年度採用予定の中野市嘱託・臨時職員の採用試験を行います。

２　試験方法 ・期日・試験会場
　�試験方法…面接試験
　�試験期日
　　平成19年２月４日�
　�試験会場
　　中野市市民会館　会議室

１　採用試験実施職種、予定人員、勤務機関及び職務内容
  (1)嘱託職員…直接業務を担当する職員で、 １年以内を単位に任用される職員

  (2)臨時職員…１時間単位、６カ月以内の臨時的任用職員

勤務予定機関及び職務内容予定人員職　　　種

税務課に勤務し、税金の徴収業務に従事します。１名程度徴 収 業 務

健康福祉部または子ども部に勤務し、保健指導業務に従
事します。１名程度保　 健　 師

健康福祉部又は子ども部に勤務し、栄養指導業務に従事
します。１名程度栄　 養　 士

健康福祉部に勤務し、介護支援業務に従事します。１名程度介 護 支 援
専 門 員

社会就労センターに勤務し、指導業務に従事します。１名程度社会就労センター
指 導 員

保育園･子育て支援センターに勤務し、保育士業務に従事
します。若 干 名保　 育　 士

保育園に勤務し、調理業務に従事します。１名程度調 理 技 師

中山晋平記念館に勤務し、記念館庶務業務に従事します。１名程度中山晋平記念館
庶 務 業 務

勤務予定機関及び職務内容予定人員職　　　種

庁内及び出先機関等に勤務し、事務補助に従事します。若 干 名一 般 事 務 Ａ

図書館、記念館等に勤務し、事務補助に従事します。若 干 名一 般 事 務 Ｂ

文書通信業務に従事します。若 干 名文 書 通 信 員

保育園に勤務し、保育士業務に従事します。若 干 名長　 時　 間
保　 育　 士

保育園に勤務し、保育補助業務に従事します。若 干 名長 時 間 保 育
補 助 員

日野、延徳、平岡、豊井、永田小学校のいずれかの放課
後児童教室に勤務し、指導業務に従事します。若 干 名放課後児童教

室 指 導 員

保育園に勤務し、調理業務に従事します。若 干 名調 理 技 師

小・中学校に勤務し、司書業務に従事します。若 干 名学 校 図 書

９　 平成１9年１月　広報なかの

か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
賞
入
選
曲
が

市
内
の
音
楽
団
体
な
ど
に
よ
り
発

表
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
記
念
公
演
と
し
て
、
野

田
純
子
オ
リ
ジ
ナ
ル
ラ
イ
ブ
も
開

催
し
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
入
場
は
無
料
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

期
日　

一
月
二
十
七
日�

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル

内
容　

入
選
曲
受
賞
者
の
表
彰
、

優
秀
賞
入
選
曲
の
発
表
、
記
念
公
演

問
い
合
わ
せ
先

中
山
晋
平
記
念
会
事
務
局
【
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
】

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
０
７
）

�
�
�
�
�
�
　
�
  �

�
�
　
�
　
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



第43回�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	

記念公演

野 田 純 子 オ リ ジ ナ ル ラ イ ブ

ピア ノ ・ ボーカル　 野田純子
ギター　　　       小畑和彦
コーラス　　         工藤里実

プロフィール　
武蔵野音楽大学で声楽を学ぶ。その後ジャズ
・ロック・ポピュラーを学び、 いずみたく、 堀
内完のミュージカルに参加。2000年から中野
市に制作の場を移し、自然の中に身を置きな
がら、人間愛・自然環境・平和をテーマにオ
リジナル音楽の世界を展開している。

３　その他
　①試験申込書の受付期限は、

１月15日�必着です。
　②申込方法は、所定の試験申

込書に本人が必要事項を記
入し、本人が市役所庶務課
職員係に持参するか、又は
簡易書留等の確実な方法に
より郵送してください。

　③受験案内及び試験申込書は、
市役所庶務課・総合窓口案
内、豊田支所総務課、中央
・北部・西部・豊田公民館
にあり、市のホームページ
でもご覧いただけます。

�������������

受験資格等詳しくは、市役所
庶務課職員係（��2111内線
209・213）までお問い合わせ
ください。
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「
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
」
と

は
県
外
に
在
住
す
る
中
野
市
出
身

者
の
皆
さ
ん
で
組
織
す
る
会
で
す
。

　

同
会
に
は
「
首
都
圏
」
と
「
関

西
」
の
二
つ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

『
郷
土
愛
を
基
調
と
し
た
会
員
相

互
の
親
睦
及
び
郷
土
「
中
野
市
」

と
の
交
流
』
を
目
的
と
し
て
「
首

都
圏
」
は
昭
和
六
十
三
年
に
、「
関

西
」
は
昭
和
六
十
二
年
に
設
立
さ

れ
、
故
郷
を
懐
か
し
む
約
一
、
七

五
〇
人
の
方
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

　

同
会
で
は
二
年
に
一
度
そ
れ
ぞ

れ
に
総
会
を
開
催
し
、
ふ
る
さ
と

の
仲
間
と
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
一
回
そ
の
年
の
中
野

市
の
状
況
を
掲
載
し
た
「
ふ
る
さ

と
情
報
」
を
会
員
の
皆
さ
ん
に
お

送
り
し
、
ふ
る
さ
と
中
野
市
を
ご

覧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

会
員
募
集

「
首
都
圏
」・「
関
西
」
の
両
ふ
る

さ
と
信
州
中
野
会
で
は
会
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、新
規
入
会
者（
特

に
三
十
代
か
ら
五
十
代
の
方
）
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
野
市
を
離
れ
、
県
外
に
暮
ら

し
て
い
る
ご
家
族
、
ご
友
人
の
皆

さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

入
会
資
格

中
野
市
（
中
野
地
域
、
豊
田
地
域
）

出
身
で
現
在
県
外
在
住
の
方

入
会
方
法

下
記
の
申
込
紹
介
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

会
の
内
容

①
ふ
る
さ
と
訪
問
及
び
交
流
会
の

開
催　

②
ふ
る
さ
と
情
報
の
発
行

③
郷
土
の
新
聞
等
の
購
買
希
望
あ

っ
せ
ん　

④
市
等
が
企
画
す
る
イ

ベ
ン
ト
、
記
念
事
業
へ
の
参
加
案
内

総
会
の
開
催

　

首
都
圏
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会

で
は
、
平
成
十
九
年
四
月
七
日�

の
午
後
か
ら
東
京
都
千
代
田
区
の

「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」
に
お

い
て
平
成
十
九
年
度
総
会
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
首
都
圏
ふ

る
さ
と
信
州
中
野
会
へ
入
会
さ
れ

た
方
へ
は
後
日
、
総
会
の
通
知
を

送
付
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
関
西
ふ
る
さ
と
信
州
中

野
会
の
総
会
に
つ
い
て
は
、
秋
頃

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
紹
介
先

企
画
情
報
課
統
計
交
流
係
（�
�

２
１
１
１
内
線
２
１
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

�
０
３
４
９
）

Ｅ
メ
ー
ル

tokei@
city.nakano.nagano.jp

　

入
会
申
込
紹
介
書
を
受
け
付
け

ま
し
た
ら
、
入
会
希
望
者
に
通
知

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

※
受
け
付
け
し
た
個
人
情
報
は
、

厳
正
に
保
管
管
理
し
、
ふ
る
さ

と
信
州
中
野
会
運
営
目
的
の
み

使
用
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
の
会
員
を
募
集

ご
家
族
・
ご
友
人
を

　
　
　
　
　

ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

�
平
成
十
七
年
度
首
都
圏
総
会
の
様
子

�
平
成
十
七
年
度
関
西
総
会
の
様
子

ふるさと信州中野会　入会申込紹介書 �注 必ず入会希望者の了承を得て
　ください。

（ 　）内の該当するものに○をしてください。
１．（　首都圏　・　関西　）ふるさと信州中野会に入会を希望する下記の者を紹介します。
２．入会を希望する下記の者の了承を（　得ている　・　得ていない　）
　申込紹介書を受け付けましたら、入会希望者へ通知をお送りいたします。

（３名以上の場合は、申込紹介書をコピーしてお使いください。）メールアドレスはお持ちの方のみご記入ください。

紹介者氏名　※印は必須項目です。

電話番号※出身地区※氏　名

※住　所

メールアドレス

電話番号※出身地区※氏　名

※住　所

メールアドレス

ひとこと

ひとこと

電話番号

切り取り線
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●中身を使い切り、きれいに洗ってから出しましょう！
●キャップや栓は可燃ごみに、口金は金属類に出して
　ください。
●色別に分別して各区で用意してい
　るコンテナに入れてください。
　　・無色透明
　　・茶色
　　・その他の色
　　　（緑、青、黒などの色）
　　・化粧品のびん（中身は必ず使い切ってください）
●割れたびんも色別に出して構いません。
●一升びん、ビールびん、牛乳びんは、
　販売店に返しましょう！ 
※もう一度、びんとして利用すること
　ができます。（リターナブル）

�
�
�
�

�
�
�
�
���
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

米
粉
パ
ン
は
、
皮
は
パ
リ
ッ

と
、
中
が
し
っ
と
り
モ
チ
モ
チ
と

し
た
食
感
で
、
栄
養
価
が
高
く

腹
持
ち
も
良
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
中
野
市
女
性
部
米
パ
ン
倶

楽
部
で
は
、
地
元
の
特
別
栽
培
米

を
製
粉
し
、
地
元
産
き
の
こ
や
野

菜
等
を
使
っ
た
安
全
・
安
心
に
こ

だ
わ
る
米
粉
パ
ン
を
、
市
内
小
中

学
生
の
学
校
給
食
に
年
一
回
提
供

し
て
い
ま
す
。
専
業
農
家
の
お
母

さ
ん
た
ち
と
パ
ン
を
作
る
の
が
大

好
き
な
お
母
さ
ん
が
、
朝
早
く
か

ら
、『
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
顔
が
み

た
い
』
と
心
を
込
め
て
焼
い
て
い

ま
す
。

　

ど
の
小
中
学
校
で
も
、
新
感
覚

の
焼
き
た
て
パ
ン
は
「
お
い
し
く

て
残
さ
ず
食
べ
ら
れ
る
」
と
、
大

好
評
で
す
。

　

市
内
の
ス
ー
パ
ー
や
オ
ラ
ン

チ
ェ
な
ど
で
販
売
し
て
い
る
所

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ

ん
も
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

▲こだわりの米粉パン

ジャーナリスト、環境カウンセラー

��������	
��
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
1
9
7
4
年
、
立
教
大
学
卒
業
。
㈱
集
英
社

で　

年
間
雑
誌
編
集
を
務
め
た
後
、
フ
リ
ー

11
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
。

・
生
活
者
の
視
点
で
社
会
を
見
つ
め
、
近
年
は

環
境
問
題
、
特
に
「
循
環
型
社
会
づ
く
り
」

を
中
心
テ
ー
マ
に
、
講
演
･
執
筆
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

・
環
境
省
登
録
の
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て

環
境
学
習
の
推
進
に
も
広
く
関
わ
っ
て
い
る
。

・
現
在
は
、
環
境
省
、
経
済
産
業
省
、
財
務
省

等
で
環
境
分
野
の
委
員
を
多
数
務
め
て
い
る
。

　

今
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
地

球
規
模
で
の
環
境
問
題
の
重
要
性

を
自
覚
し
、
く
ら
し
そ
の
も
の
を

環
境
に
や
さ
し
い
も
の
へ
と
見
直

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
世
代
に
緑

豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
残
し
伝
え
て

い
く
大
き
な
責
任
を
背
負
っ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

　

市
で
は
、
ポ
イ
捨
て
防
止
看
板

図
案
入
選
者
表
彰
式
と
あ
わ
せ
て
、

ご
み
減
量
化
を
目
的
と
し
た
「
環

境
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
だ
れ
で
も
で
き

る
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
〜
」
を
開
催

し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

期
日　

二
月
九
日�

時
間　

午
後
六
時
か
ら

会
場　

中
央
公
民
館
講
堂

内
容

・
平
成
十
八
年
度
ポ
イ
捨
て
防
止

看
板
図
案
表
彰
式

・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
環
境
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
崎
田
裕
子
さ
ん
に

よ
る
講
演
会

　

演
題
「
だ
れ
で
も
で
き
る
ご
み

ダ
イ
エ
ッ
ト
」

・
ご
み
減
量
化
に
関
す
る
パ
ネ
ル

展
示

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
衛
生
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
４
５
）

豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環
境

係
（�
�
３
１
１
１
内
線
１
３
５
）

ガスをご利用の皆さんへ

ガス事故を防ぎましょう！
ガスによる死亡事故の大半は、ガス機器から
発生した一酸化炭素によるものです。
●ガス機器を使用する際は、「換気扇をまわす」
「窓を開ける」など、換気に気をつけましょう！ 
●煙突(排気筒)のついたガス機器は、煙突が外れ
　ることによって死亡事故に至る可能性がありま
　す。煙突のついたガス機器を使用しているご家
　庭は、 煙突が外れていないか等点検しましょう！

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
���������	
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市
民
の
皆
さ
ん
に
学
習
に
対
す

る
意
欲
や
関
心
を
よ
り
高
め
、
ま

た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は
じ
め
市

民
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
、
豊

か
で
活
力
の
あ
る
社
会
を
築
い
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
今
年

は 「
生
涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い
」と

あ
わ
せ
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪

を
広
げ
る
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

二
月
四
日�
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

会
場　

市
民
会
館
ホ
ー
ル　

入
場　

無
料

内
容

●
第
一
部　

マ
ナ
ビ
ィ
ス
テ
ー
ジ
（
活
動
発
表
）

【
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
】

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
そ
よ
か
ぜ
」「
根
っ

こ
の
会
」
代
表
者
に
よ
る
活
動
報
告

・「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
♪
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
」
の
皆
さ

ん
に
よ
る
音
楽
演
奏

●
第
二
部　

記
念
講
演
【
午
後
二
時
十
分
か
ら
】

講
師　

鎌
田 
實
先
生（
諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長
）

演
題　
 「
が
ん
ば
ら
な
い
」
け
ど
「
あ
き
ら
め
な
い
」

　
　
　

〜
命
を
支
え
る
と
い
う
こ
と
〜

主
催　

中
野
市
・
中
野
市
教
育
委
員
会
・
中
野
市

生
涯
学
習
推
進
会
議

共
催　

社
会
福
祉
法
人
中
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
広
げ
る
集
い
実
行
委
員
会

そ
の
他　

当
日
は
、
手
話
通
訳
が
付
き
ま
す
。
ま

た
、
託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習

推
進
係
（�
�
２
１
１
１
内
線
３
０
７
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
講
師  
鎌
田 
實 
先
生

　

所
得
税
・
住
民
税
の
確
定
申
告

を
さ
れ
る
方
で
、
本
人
ま
た
は
控

除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族
が
障

害
者
に
該
当
し
て
い
る
場
合
、
障

害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、「
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
、
身
体
障
害
者

手
帳
・
療
育
手
帳
及
び
戦
傷
病
者

手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
」、「
寝
た
き
り
老
人
と
し
て
市

か
ら
認
定
さ
れ
て
い
る
方
」
の
ほ

か
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
六
十
五
歳
以
上
の
方

の
中
で
療
育
手
帳
や
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
に

準
ず
る
と
中
野
市
福
祉
事
務
所
長

が
認
め
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
の
交
付
を
受
け
た
方
が
該

当
し
ま
す
。

　

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

の
交
付
が
必
要
な
方
は
、
健
康
長

寿
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
す
で
に
療
育
手
帳
や
身

体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
は
、
手
帳
を
提
示
す
る

こ
と
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
介
護
保
険
係

【
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
】（�
�

２
１
１
１
内
線
３
６
５
）

確
定
申
告
に
お
け
る

老
齢
者
の
障
害
者
控
除
に
つ
い
て

国土利用計画(案)パブリックコメント募集結果
　中野市国土利用計画(案)の策定にあたり、貴重なご意見・ご要望をお
寄せいただきありがとうございました。お寄せいただいた主なご意見等
と、それに対する市の考え方をまとめましたので公表します。

問い合わせ先　市役所企画情報課企画調整係（�(22)２１１１内線２１６）

ご意見についての市の考え方パブリックコメントご意見

　ご指摘の点については、国土利用計画法第
８条において「市町村計画は、都道府県計画
が定められているときは都道府県計画を基
本とするとともに、地方自治法第二条第四項
の基本構想に即するものでなければならな
い。」と定められていることから、前文で謳っ
ているとおり、計画全体にわたり基本構想と
の整合を図っております。

中野市総合計画との関係について
　中野市国土利用計画（案）前文のところに、上位計画とし
ての中野市総合計画との関係を謳っておりますので、本（案）
第１章市土地利用に関する基本構想の１項（１）基本理念の
ところにも中野市総合計画との関係を示すことが望ましいと
考えます。

　本計画案は、平成17年４月に新設合併で新
市として発足したことにより策定したもの
です。
　策定にあたっての基本的な考え方として、
現在国土計画制度の再編が進められており、
その中で国土利用計画の見直しが行なわれ
る見込みであること、また、県計画が改定さ
れていないことなどから、旧市村の計画をベ
ースとし、大幅な変更を避けることとしまし
た。このため、計画の構成や利用区分等につ
いては旧計画を踏襲しており、県作成のマニ
ュアルに添ったものとなっております。

第１章について
（１）市土地利用の基本方針
　第１章の流れは、（１）基本理念（２）本市の概要（３）土
地利用に関する基本的条件の変化（４）課題とその対応とな
っておりますが、本市の概要が唐突に感じられること、市土
地利用に関する現状の問題点がよく理解できないこと、市土
地利用をどうして行きたいのかそのビジョンが分かりずらい
こと、したがってその課題とその対応も抽象的になっている
ことなどの印象が強く感じられます。
（２）　地域類型別の市土利用の基本方向／利用区分別の市
土利用の基本方向
　市土地の地域類型の考え方、利用区分の考え方を示す一方、
地域類型とその利用区分を対比させて説明することが望まし
いのではないかと考えます。

　計画の構成を変更していないことから、現
在のような内容となっておりますが、全体の
バランスを考慮し、原案どおりとさせていた
だきます。

第２章について
　現在記載されている内容は、どちらかといえば与件にふさ
わしい内容となっているような気がします。ここでは、第１
章の基本方針で述べた土地利用に関する将来展望をもう少し
具体化したらどうかと考えます。
　この章で示す目標は、将来の土地利用の在り方（ビジョン）
を目標に転換していくわけですから、人口などの規模の目標
等は与件（検討の前提条件）として与え、新たに利用区分ご
とのあるべき利用内容やそれに伴う数値目標のことを記載す
るのが望ましいと考えます。

　計画の性格から、本計画は基本的方向を示
すものとし、具体的施策については、個別計
画や法令に委ねることとしており、今後の施
策展開において本計画の趣旨を踏まえなが
ら適切に対応してまいります。

第３章について
　現在記載されている内容は、どちらかといえば第２章の目
標にふさわしい内容のような気がします。ここでは、第１章
の基本方針で述べた課題とその対応のところで、明らかにし
た現状とビジョンとの差異を如何に解消していくのか、その
課題設定とその対応（対策措置）をもう少し具体化したらど
うかと考えます。この章で示す必要な措置は、現状とビジョ
ンとの差異を解消する具体的な措置の内容と、予算化、研究
会･審議会などの設置を記載するのが望ましいと考えます。

　目標年次の農用地面積の減少は、統計数値
から推計したものですが、遊休荒廃農地対策
などにより、減少率を抑える方向で見込んだ
数値となっております。農用地は、農産物生
産の場だけでなく、「ふるさと中野」の景観を
形成する貴重な場であり、地域経済の発展と
自然保護の調和を図っていく必要があると
考えます。

　中野市総合計画の基本構想に定められているとおり、「緑豊
かなふるさと」を実現してもらいたい。農地、森林が目標年
次において減少しているが、中野市のこれ以上の都市化を防
ぎ、農地、森林、原野等を宅地や道路などに転換させないよ
う、施策を施してほしい。やむを得ず転換する場合は、市内
全体として面積が減らないよう代替地を設けるなど工夫して
ほしい。
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農
業
者
を
対
象
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利

用
し
た
直
販
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
に
関

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
た
め
の
講

座
を
開
講
し
ま
す
。

募
集
人
数　

二
十
名

対
象
者　

次
の
条
件
を
満
た
す
方

①
農
業
を
営
む
方

②
日
本
語
入
力
の
で
き
る
方

③
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
の
方

④
全
六
回
の
講
習
に
参
加
で
き
る
方

日
程
及
び
内
容　

下
表
の
と
お
り

受
講
料　

四
千
二
百
円

 （
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

会
場　

中
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
新
技
術
振
興
会

募
集
締
切　

一
月
十
九
日�

 〈
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
〉

農家の皆さん

▼講座の日程・内容

講　習　内　容日　　程

 ホームページ作成編
　・ホームページ作成の効果
　・見てもらえるホームページの作り方
　・ネットショップの現状
　・ホームページアドレスの取得
　・ホームページの作成
　・ホームページアドレスへのアップロード
　・検索エンジンへのサイト登録
　・ブログの作成
　・各自プロバイダへのアップロード

２月７日�
午後１時～４時１

２月10日�
午後１時～４時２

２月14日�
午後１時～４時３

２月17日�
午後１時～４時４

 無料ショップ作成編
　・無料ネットショップの作成
　・商品の登録及びショップ情報の確認方法
　・送料、代引き手数料の設定方法について
　・開店準備方法 （特定法に基づく表示の確認など）
　・開店リクエスト方法など

２月21日�
午後１時～４時５

２月24日�
午後１時～４時６

����������������	�
�����


　

市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
の
総
合
見
直
し
の
実
施
に
伴

い
、
昨
年
四
月
か
ら
農
振
除
外
等

変
更
申
請
の
受
け
付
け
を
休
止
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
計
画
変
更
作
業
が

一
部
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
農
用

地
に
農
業
用
施
設
等
を
設
置
す
る

「
軽
微
変
更
」
に
つ
い
て
、
次
の

と
お
り
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

申
請
受
付
開
始
日

一
月
二
十
二
日�
か
ら

注
意
事
項

申
請
さ
れ
る
前
に
、
地
番
、
転
用

目
的
、
除
外
予
定
面
積
に
つ
い
て

あ
ら
か
じ
め
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
農
振
除
外
（
重
要
変
更
）
に
つ

　

い
て

　

農
用
地
を
住
宅
等
農
用
地
以
外

の
目
的
で
転
用
す
る
「
重
要
変
更
」

に
つ
い
て
は
、
総
合
見
直
し
完
了

予
定
で
あ
る
本
年
三
月
以
降
と
な

る
見
込
み
で
す
。

農
業
用
施
設
の
設
置
を
検
討
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
変
更
申
請 （
軽
微
変
更
） 受
付
開
始

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん
へ

�
�
��
���������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
��������������������������������������������������
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浄
化
槽
は
、
維
持
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
き
れ
い
な
水
を
川
に
流
す
こ
と
が
で
き
る
装
置
で
す
。

　

河
川
の
汚
濁
を
防
ぐ
た
め
に
一
年
に
一
回
、
浄
化
槽
の
機
能
を
診
断

す
る
た
め
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
定
検
査
の
内
容

　

日
頃
行
わ
れ
て
い
る
保
守
点
検

や
清
掃
と
は
別
に
、
県
知
事
が
指

定
し
た
（
社
）
長
野
県
浄
化
槽
協

会
が
行
う
検
査
で
、
次
の
二
つ
が

あ
り
ま
す
。

　
①
設
置
状
況
検
査

 （
浄
化
槽
法
第
七
条
に
基
づ
く
検
査
）

　　

設
置
さ
れ
た
浄
化
槽
が
、
適
正

に
施
工
さ
れ
、
機
能
し
て
い
る
か

を
確
認
す
る
検
査
で
す
。
浄
化
槽

を
使
い
始
め
て
か
ら
三
カ
月
を
経

過
し
た
後
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
②
維
持
管
理
検
査

 （
浄
化
槽
法
第
十
一
条
に
基
づ
く
検
査
）

　　

年
一
回
、
保
守
点
検
や
清
掃
が

適
正
に
行
わ
れ
、
浄
化
槽
の
機
能

が
適
正
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
を

確
認
す
る
検
査
で
す
。

法定検査手数料
●設置状況検査（第７条検査）
　20人槽以下………………１２， ０００円
　21人～100人槽 …………１６， ０００円
　101人～300人槽…………１９， ０００円
●維持管理検査（第11条検査）
　20人槽以下…………………５， ０００円
　21人～100人槽 …………１０， ０００円
　101人～300人槽…………１３， ０００円

問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
環
境
課
衛
生
係
（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
５
）

●
豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環
境
係
（��
３
１
１
１
内
線
１
３
５
）

●�
長
野
県
浄
化
槽
協
会
（�
０
２
６－

２
３
４－

７
６
３
７
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

●
市
役
所
農
政
課
農
政
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
５
０
）

●
豊
田
支
所
経
済
課
農
政
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
４
２
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

●
市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室（�
�
２
１

１
１
内
線
３
８
１
、 Ｆ
Ａ
Ｘ�
５
９
２
４
）
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　平成18年10月１日現在、生存している 「戦傷病者の妻」で、
次のいずれかの要件に該当する方に、特別給付金が支給され
ます。（日本国籍がある方）

※新規を除き、第18回特別給付金を受けていた方が対象です。
なお、前回受給していて今回対象となる方には、個々にご
通知します。

支給内容　記名国債で発行されます。
　　　　（金額・償還期間は要件で異なります）
請求期間　平成21年９月30日まで随時受け付けます。

請求・問い合わせ先
市役所福祉課厚生保護係（� （22） ２１１１内線２９５）
豊田支所健康福祉課福祉係（� （38） ３１１１内線１２１）

戦傷病者の妻の皆さんへ

　

売
れ
る
農
業
推
進
室
で
は
、
信
州

中
野
ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド
を
発
行
し

ま
す
。

　

こ
の
カ
ー
ド
は
、
旬
の
時
期
以
外

に
も
中
野
市
産
農
産
物
や
市
内
で
製

造
さ
れ
た
食
品
等
を
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
期

間
を
定
め
て
商
品
と
引
き
換
え
る
こ

と
が
で
き
る
定
額
の
カ
ー
ド
ギ
フ
ト

で
す
。

　

こ
の
ま
ご
こ
ろ
の
カ
ー
ド
に
掲
載

す
る
商
品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
販

売
を
希
望
し
た
い
方
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

取
扱
商
品　

信
州
中
野
ま
ご
こ
ろ
の

カ
ー
ド
有
効
期
間
内
に
販
売
で
き
る

農
産
物
及
び
特
産
物
と
し
、
商
品
は

期
間
を
通
じ
て
販
売
で
き
る
も
の
、

期
間
を
限
定
し
て
販
売
す
る
も
の
に

分
け
て
取
り
扱
い
ま
す
。

カ
ー
ド
有
効
期
間　

三
月
一
日
〜
八

月
三
十
一
日
ま
で

掲
載
料　

無
料

手
数
料　

取
引
商
品
一
個
あ
た
り
百

三
十
円

提
出
書
類　

商
品
の
企
画
書
・
商
品

の
写
真

応
募
締
切　

一
月
二
十
六
日�
ま
で

販
売
取
扱
者　

中
野
市
振
興
公
社

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
８
１
）

信州中野
まごころのカード
商品募集

入札参加資格審査申請の受け付けをします
　

平
成
十
九
・
二
十
年
度
に
中
野
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等
競

争
入
札 （
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
） と
、 物
品

等
競
争
入
札 （
見
積
り
）の
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
請
及
び
登
録
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
類
等
を
期
間

内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

建
設
業
法
に
よ
る
建
設
業
の
許
可

の
あ
る
方

※
一
定
規
模
以
下
の
工
事
の
み
を

　

受
注
希
望
す
る
場
合
、
建
設
業

の
許
可
は
不
要

営
業
に
関
し
、
法
律
上
必
要
な
許

可
・
登
録
を
受
け
て
い
る
方

受
付
期
間　

二
月
一
日�
か
ら
二

月
二
十
八
日�
ま
で

〈
郵
送
可
・
た
だ
し
必
着
〉

・
事
務
用
品
、
日
用
品
、
電
機
器

具
、 食
料
品
、介
護
用
品
等
の
物

品
を
中
野
市
に
納
入
希
望
の
方

・
物
品
賃
貸
業
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

中
野
市
へ
提
供
希
望
の
方

・
施
設
管
理
等
の
業
務
を
受
託
希

望
の
方
（
建
設
工
事
、
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
別
に

申
請
が
必
要
で
す
）

受
付
期
間　

二
月
一
日
か
ら
随
時

〈
郵
送
可
〉

※
平
成
十
九
年
二
月
中
に
申
請
さ

　

れ
ま
す
と
四
月
か
ら
名
簿
に
登

　

録
さ
れ
ま
す

●
建
設
工
事

●
測
量 ・ 
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

�平成18年10月１日において増加恩給等の給付を受け、
恩給法に定める第５款症以上の障害を有する戦傷病者
の妻（継続支給）

�平成13年４月２日から平成15年４月１日の間に、夫が
戦傷病者として、増加恩給、傷病年金、特例傷病恩給、障
害年金等の受給権を取得した妻、又はこの間に戦傷病者
の方と結婚された妻（新規支給）
�平成８年10月１日から平成15年３月31日のまでの間に、
戦傷病者である夫が、一般の怪我や病気で死亡された
妻（特例支給）　

�平成８年10月１日から平成15年３月31日までの間に、
戦傷病者である夫が、公務疾病や勤務関連疾病で死亡さ
れた妻（戦没者の妻へ移行し支給）

■
登
録
期
間　

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十

　
　
　
　
　
　

一
日
ま
で
の
二
年
間

※
二
年
ご
と
の
定
期
審
査
に
な
り
ま
す
の
で
、
平
成
十
七
・
十
八
年
度

の
参
加
資
格
者
名
簿
へ
登
録
さ
れ
て
い
る
方
も
新
た
に
申
請
が
必
要

で
す
。

建
設
工
事
等
競
争
入
札

物
品
等
競
争
入
札 （
見
積
り
）

※
ど
ち
ら
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
要
領
等
も
、
財
政
課
に
て
配

布
す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

●
受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
財
政
課
管
財
係
（�
�
２
１
１
１
内
線
２
２
２
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.nakano.nagano.jp/

中 野
志 館

長野県中野立志館高等学校開設準備室　発行
�0269－22－2197（中野高校）0269－22－2141（中野実業高校）
http://www.nagano-c.ed.jp/dai1sogo/　�dai1sogo@nagano-c.ed.jp
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肥満に加えて高血糖・高脂血・高血圧のいずれかを２つ以上併せ持った状態をいいます。

 「すこし心配」 も重なり合うと 「すごく心配」です。特に働き盛りの男性に急増しています。

食べ過ぎや運動不足が源にあり、放っておくと自覚症状がないままに動脈硬化が進み、

心筋梗塞や脳卒中等を起こしやすくします。

まず、ウエスト周囲径を測ってみましょう。

脂肪には皮膚の下につく皮下脂肪と、内臓の

周囲につく内臓脂肪とがあります。健康に影

響を及ぼしやすいのは内臓脂肪です。

ウエスト周囲径　男性：85cm以上
女性：90cm以上

�
�
�
�
�

���
���

プラス

�

�
高血糖：空腹時血糖値110㎎/�以上

�
高血圧：収縮期血圧値130㎜Hg以上
　　　　拡張期血圧値 85㎜Hg以上

両方またはいずれか

�
高脂血：中性脂肪値150㎎/�以上
HDLコレステロール値40㎎/�未満

両方またはいずれか

次に、最近の健診結果を見てみましょう。
①に加えて②～④のうち２項目以上当てはまる
とメタボリックシンドロームです。

全部そろうと、10年後に心筋梗塞になる危険度は健康な人に比べて36倍になります。

内
臓
脂
肪
の
多
い
方
の

腹
部
Ｃ
Ｔ
の
画
像

おなか側

背中側

内臓脂肪

皮下脂肪

�

��
※皮下脂肪より
増えやすくて
減りやすい

��

��������	�
��
食事量と運動などで消費するエネルギー量のバランスをとることが基本です。

� � ��������	
 � � ��������	
���

１．低エネルギー／低脂肪／低糖
　体内に余ったエネルギーが脂肪として蓄積されるの
で、基本はエネルギーを摂りすぎないこと。｢脂っこ
いもの」「甘いもの｣は控えましょう。
２．たんぱく質はしっかり摂る
　たんぱく質は筋肉のもと。筋肉が少ないとその分脂
肪がたまりやすくなります。肉類は脂身の少ないも
のを選び豆腐、白身魚などの低脂肪食品を食べまし
ょう。
３．ビタミン・ミネラルも忘れずに
　炭水化物、脂肪、たんぱく質をエネルギーに換える
にはビタミンＢが必要です。食事の量を減らすとビ
タミンＣ、カルシウム、食物繊維も不足しがちです。
４．お酒は適量に
５．規則的な食生活
　まとめ食いや間食、特に夜遅くの食事はやめましょう。

１．ウォーキングなどの有酸素運動をする
２．日常生活でも積極的に体を動かす
　一つ一つの動作で消費するエネルギーはわずかで
も続けることで習慣づけましょう。

　階段を使う、家事をする、買い物は歩いて…。
３．エネルギーは筋肉で燃える
　体の中でエネルギーが燃える場所は筋肉です。筋
肉量を増やし脂肪をためにくい体にしましょう。

��������	
��
���������

���������	
��
��������

��������	
��
���

��������	
��
��

問い合せ先  ��������������������

 〈　
　
　
　
 
〉
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中
野
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

加
入
者
の
方
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
指
定
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ

ク
を
受
け
る
と
き
の
健
診
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

疾
病
の
早
期
発
見
・
治
療
の
た
め

に
も
、
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

三
十
五
歳
以
上
の
国
保

加
入
者
（
た
だ
し
、
脳
及
び
肺
が

ん
検
査
は
四
十
歳
以
上
）

助
成
額　

健
診
費
用
の
二
分
の
一

以
内
（
年
度
内
一
回
限
り
）

申
し
込
み
・
受
診
方
法

　
　

希
望
す
る
医
療
機
関
へ
電
話

　
　

等
で
健
診
内
容
や
費
用
に
つ

い
て
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
予

約
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
中
野
市
の
国
保
加
入
者

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

医
療
機
関
の
案
内
に
よ
り
手

　
　

続
き
を
し
、
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
事
前
に
「
受
診
助

成
券
交
付
申
請
書
」
を
記
載
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

助
成
方
法　

助
成
額
は
市
か
ら
直

接
医
療
機
関
へ
支
払
い
ま
す
の
で
、

健
診
費
用
か
ら
助
成
額
を
差
し
引

い
た
金
額
を
、
医
療
機
関
窓
口
で

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

指
定
医
療
機
関　

左
表
の
と
お
り

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係
（
内

線
２
９
６
）
ま
た
は
豊
田
支
所
健

康
福
祉
課
福
祉
係
（
内
線
１
２
１
）

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
、
厚
生
年
金

等
を
受
け
始
め
た
方
（
年
金
の
受

給
権
が
発
生
し
た
方
）
は
、
老
人

保
健
医
療
制
度
の
適
用
を
受
け
る

ま
で
の
間
、「
退
職
者
医
療
制
度
」

の
国
保
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
国
保
税
や
医

療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担
割
合

は
一
般
の
国
保
と
同
じ
で
す
。

　

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な
ど
の

加
入
期
間
が
二
十
年
以
上
、
ま
た

は
四
十
歳
以
降
に
十
年
以
上
の
加

入
期
間
が
あ
る
方
と
、
そ
の
扶
養

家
族
の
方
が
対
象
で
す
。

　

年
金
証
書
（
年
金
手
帳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）
が
届
い
た
ら
十
四
日

以
内
に
、
市
役
所
へ
忘
れ
ず
に
届

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

退
職
者
医
療
制
度

　

こ
の
制
度
は
会
社
な
ど
を
退
職

し
、
年
金
生
活
に
入
ら
れ
た
方
を

主
な
対
象
者
と
す
る
制
度
で
す
。

　

一
般
的
に
、
加
齢
と
と
も
に
医

療
の
必
要
性
が
高
ま
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

医
療
の
必
要
性
が
高
ま
る
退
職

後
に
、
退
職
者
が
会
社
な
ど
の
健

康
保
険
か
ら
国
保
に
移
っ
て
く
る

こ
と
に
よ
り
、
国
保
が
負
担
す
る

医
療
費
が
会
社
な
ど
の
健
康
保
険

と
比
べ
て
増
大
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
国
保
加
入
者
の

国
保
税
に
よ
る
負
担
も
増
大
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
医
療
保
険
制
度
間

の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
、
退

職
被
保
険
者
本
人
と
そ
の
被
扶
養

者
に
対
す
る
医
療
給
付
費
（
自
己

負
担
分
以
外
の
医
療
費
）
は
、
一

般
の
被
保
険
者
と
は
別
に
区
分
し
、

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
が
出
し
合

う
「
交
付
金
」
と
国
保
税
で
賄
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
退
職
者
医
療
制
度
」
が

適
正
に
適
用
さ
れ
て
い
な
い
と
、

交
付
金
が
交
付
さ
れ
な
い
た
め
、

国
保
税
の
余
分
な
増
加
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
該
当
す
る
方
で
未

届
け
の
方
は
、
必
ず
届
け
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
か
ら
年
二
回
、
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
へ
お
知
ら
せ

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
の
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

①
年
金
証
書
（
被
保
険
者
期
間
が

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

②
国
保
の
保
険
証　

③
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係
（
内

線
２
９
６
）
ま
た
は
豊
田
支
所
健

康
福
祉
課
福
祉
係
（
内
線
１
２
１
）

対
象
と
な
っ
た
ら

　

必
ず
届
け
出
を

　
　

お
願
い
し
ま
す

�
�
�

1泊
2日

日帰
り電話番号所　在　地名　　称

×○22-2653中野1650-3飯 田 医 院

×○22-3366三好町一丁目
2-10市川内科医院

○○22-2151
(代表)西一丁目5-63北信総合病院

○○(026)
247-6000小布施町851新 生 病 院

○○(0269)
62-4195

飯山市飯山
226-1飯山赤十字病院

○○(026)
226-4131

長野市若里
5-22-1長野赤十字病院

○○(026)
234-3234

長野市西鶴賀町
1570長野中央病院

×○(026)
286-6409

長野市稲里町
田牧206-1

長野健康センター
 （長野県健康づくり事業団）

○○(026)
253-2248

上水内郡飯綱町
牟礼2220飯 綱 病 院

×○(026)
295-1199

長野市富竹
1333-1長野市民病院

○○(026)
245-1650

須坂市須坂
1332須 坂 病 院

①

②



�������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������� �������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

���������	


�����

　高社山は｢たかやしろ｣として、多くの皆さんに親
しまれています。また、眺める場所によって様々な
風貌が感じられ、すそ野を広げていることから｢高
井富士｣とも呼ばれ、高社山の印象は各々で異なり、
それぞれ独自の姿に愛着を感じています。
　長丘丘陵から見える高社山もまた素晴らしく、現
在は平成16年に貫通した高社山トンネルに向かう北
陸新幹線建設工事の進捗も見られ、昔と変わらぬ高
社山に新幹線が通るという新しい時代が感じられます。

　12月17日、男女共同参画社会づくり事業『共にいき
いき市民のつどい』を、市民会館ホールで開催しました。
　当日はアトラクションとして、人形劇ぱぴぃが「う
さぎとかめ？」と題して、日ごろの男性や女性に対す
るおかしな言葉づかいを取り上げた上演を行いました。
　続く講演会では、元関西テレビアナウンサーの桑原
征平さんが「ステキな出会いをありがとう」を演題に、
芸能界での素敵な方との出会いなどを講演されました。

▲男女共同参画社会に関する人形劇が行われました

��������	
�

　12月４日から10日までの「人権週間」にあわせ、12
月４日の早朝、信州中野駅前において、街頭啓発活動
が行われました。
　この活動は、皆さんに人権尊重の意識をより高めて
いただきたいと実施されたものです。
　当日は、市内の人権擁護委員や市長などが街頭に立
ち、通勤や通学で行き交う人々にチラシなどを渡して
人権の大切さを訴えました。
　また、啓発活動の後、中野人権センターにおいて、
人権擁護委員による「人権・心配ごと相談所」も開設
されました。

▲行き交う人たちに人権の大切さを訴えました

平成１9年１月　広報なかの  18

▲来場者を退屈させない桑原征平さんの講演

����������	�

　12月11日、年末の交通安全運動にあわせてアップル
シティーなかの前に交通指導所が開設されました。年
末は飲酒の機会が多く、また積雪や凍結による交通事
故の多発が予想されます。当日は、中野警察署や中高
安全協会などの皆さんがドライバーにチラシやティッ
シュ等を配り、安全運転の啓発を行いました。また、交通
安全運動にあわせて年末の特別警戒も呼びかけました。

��������	
��
����
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　12月25日から30日までの６日間、消防団による毎年
恒例の年末夜警が実施され、期間中は団員が管内の巡
回等の夜間警備を行いました。
　これは、年末に火災や犯罪が多発する傾向があるた
め、地域住民に防火と防犯の注意を呼びかけ、住民の
財産の保全と生活の安定を図ることを目的に、毎年実
施しているものです。
　夜警初日の25日には、市理事者及び団幹部による巡
視が行われ、分団の各部詰所を巡回した巡視官は、夜
警勤務をしている団員に対して、督励を行いました。

��������	
�
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▲巡視官の市長も詰所へ激励に訪れました ▲ドライバー１人ひとりに安全運転を呼びかけました

��������	
��

　美しさを保つための「美容教室」の１回目が12月15
日、豊田文化センターで行われました。
　講師には美容師の関秀子先生をお招きし、第１回は、
１人10～15万本あるといわれている髪の毛の手入れ方
法や頭皮のケアなどについて、参加者の質問にも答え
ながらわかりやすく教えていただきました。
　参加者は先生のお話に熱心に耳を傾け、メモをとり
ながら習得していました。
　この教室は２月まで全３回にわたって行われます。

▲関先生の説明をもとに参加者も実践していました

　今回で30回目となる『中野市婦人のつどい』が12月
９日、中野市女性団体連絡協議会などの主催により、
働く婦人の家軽運動室において開催されました。
　当日は、講師に飯山赤十字病院副院長の古川賢一先
生をお迎えして、｢死ぬまで元気で｣と題した講演が行
われ、場内は先生の軽妙かつ楽しい口調に笑いがこぼ
れ、大変有意義な講座となりました。

▲元気に生きるための秘訣を語っていただきました
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�▼ 松尾芭蕉の句碑。そ
の昔、芭蕉が立ち寄っ
たといわれている。

�▲ アジサイの丘公園。平成11年
に、市の農業集落活性化構想事
業を活用して整備した公園。

�▼ 越区保安林内の多目的広場。
眺望が良く、市街地を一望でき
る。付近はツツジ山として有名。

�▲ 越智（おち）神社。
毎年９月22日に開催し
ている例大祭の会場。

���
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　越区には、上越（うわごし）、東越、西
越、南越という４つの組があります。
　新年祭（１月開催）から始まり、稲荷
を祭る初午祭（２月）、山・水・田の神を
祭る合同祭（５月）、秋の例大祭（９月）、そ
の年の豊作に感謝する新嘗祭（11月）、越
年祭（12月）などの行事があります。

　毎年９月29日と30日に開催する例大祭
が一番大きな行事です。その中でも、始
めて３年ほどになりますが、山車が区内
を練り歩く際に行う「子ども太鼓」は見
物です。また、東笠原区と一緒に笠原神
社の境内で太鼓をたたき合う「奉納太鼓」
も、昔から続いている特徴的な祭事です。

No.�

 西  笠  原 区
にし かさ はら

   越 　 区
こし

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

倭地区倭地区

科野科野
地区地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長丘長丘
地区地区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

��������
代表  �������

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
金
井
は
な
花
ク
ラ
ブ
」

は
、
谷
街
道
を
花
で
飾
り
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
八
名
で
立
上
げ
、
平
成
十
三
年
か

ら
三
年
間
、
区
民
の
皆
様
に
協
力
い
た
だ

き
、
各
人
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
、
道
沿
い

に
並
べ
ま
し
た
。
平
成
十
六
年
に
県
道
中
野

飯
山
線
の
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
て
、
現
在
の

花
壇
に
Ｊ
Ａ
金
井
女
性
部
の
皆
様
と
合
同
で

花
を
植
え
、
金
井
公
民
館
に
も
プ
ラ
ン
タ
ー

で
飾
る
活
動
を
約
二
十
名
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

花
の
管
理
で
大
変
な
の
が
草
取
り
と
水

く
れ
で
、
三
班
に
わ
か
れ
、
毎
週
川
か
ら

水
を
汲
み
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
花
壇
に
水

く
れ
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
県

の
助
成
に
よ
り
昨
年
の
秋
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
が
導
入
に
な
っ
た
こ
と
で
、
今
年
の
作

業
の
負
担
は
か
な
り
軽
減
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
多
く
の
方
が
道
沿
い
を
花
で

飾
る
こ
と
に
関
心
を
寄
せ
、
個
々
で
花
を

飾
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
。

　

代
表
の
田
尻
隆
子
さ
ん
は
、「
皆
さ
ん
農

業
が
忙
し
い
時
も
、
草
取
り
と
水
く
れ
を

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
で
す
。
ま

た
、
こ
の
活
動
か
ら
花
を
飾
る
人
達
も
増

え
て
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�

��

��アジサイの丘公園アジサイの丘公園

��

科野小学校科野小学校

越智神社越智神社��

��
��

夜間瀬川夜間瀬川

��

越構造改善センター越構造改善センター

高社山麓きぼうヶ丘公園高社山麓きぼうヶ丘公園

越
橋
越
橋

笠
原
活
性
化
セ
ン
タ
ー

笠
原
活
性
化
セ
ン
タ
ー

笠
原
神
社

笠
原
神
社

�上越公会堂上越公会堂

北部子育て支援センター北部子育て支援センター

東越公会堂東越公会堂

高
社
大
橋

高
社
大
橋

北北
部部
幹幹
線線
農農
道道

��松尾芭蕉の句碑松尾芭蕉の句碑

��

平岡保育園平岡保育園

��

県道壁田松崎線

県道壁田松崎線
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�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
賢
志
さ
ん
・
幸
江
さ
ん
）
五
年

前
の
冬
に
、
共
通
の
友
人
を
通
じ

て
知
り
合
い
ま
し
た
。
付
き
合
う

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら

一
年
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
で
す
。

�
第
一
印
象
は

（
賢
志
さ
ん
）
い
い
笑
顔
を
す
る

人
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

（
幸
江
さ
ん
）
し
っ
か
り
し
て
い

る
感
じ
が
し
た
の
で
、
て
っ
き
り

年
上
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た（
笑
）。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
賢
志
さ
ん
）
自
分
に
足
り
な
い

部
分
を
補
っ
て
く
れ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
話
を
し
て
く
れ
る
の
で
、

と
て
も
楽
し
い
で
す
ね
。

（
幸
江
さ
ん
）
私
が
暗
い
気
持
ち

に
な
っ
て
い
る
と
き
に
、
い
つ
も

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
助
け
て
く
れ

る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
賢
志
さ
ん
）
二
人
で
力
を
合
わ

せ
、
楽
し
い
家
庭
に
し
た
い
で
す
。

幸
江
さ
ん
、
わ
が
ま
ま
を
言
う
こ

と
が
多
い
自
分
だ
け
ど
、
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（
幸
江
さ
ん
）
明
る
く
て
、
笑
顔

の
あ
ふ
れ
る
家
庭
で
す
。
賢
志
さ

ん
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
仲
良
く

い
て
く
だ
さ
い
ね�

神　田　賢　志  さん  （27歳）
　　　　幸　江  さん  （31歳）

（上今井）

�����

　

ぼ
く
の
ゆ
め
は
、
大
人
に
な
っ

た
ら
テ
ニ
ス
の
プ
ロ
選
手
に
な
る

こ
と
で
す
。

　

前
に
、
一
番
上
の
お
兄
ち
ゃ
ん

が
テ
ニ
ス
の
本
を
見
て
い
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
を
し
て
い
る
人
が
、
相
手

の
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打
ち
返
そ
う
と

し
て
い
る
目
が
し
ん
け
ん
で
、
ぼ

く
は
か
っ
こ
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
兄
ち
ゃ
ん
は
高
校
で
テ
ニ
ス

を
や
っ
て
い
て
、
い
っ
ぱ
い
大
会

に
出
て
い
て
か
っ
こ
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
テ

ニ
ス
選
手
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

今
、
し
ょ
う
来
の
夢
に
向
か
っ

て
毎
日
で
は
な
い
け
れ
ど
、
家
の

ま
わ
り
を
走
っ
た
り
、
庭
で
ゴ
ム

ひ
も
つ
き
の
ボ
ー
ル
を
打
っ
た
り

し
て
テ
ニ
ス
の
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お
兄
ち
ゃ
ん
か
ら
テ

ニ
ス
の
本
を
借
り
て
見
て
い
ま
す
。

ぼ
く
が
一
番
真
け
ん
に
見
て
い
る

の
は
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
を
打
ち
返
し

て
い
る
所
で
す
。

　

ぼ
く
も
、
し
ょ
う
来
ざ
っ
し
に

の
る
よ
う
な
テ
ニ
ス
選
手
に
な
り

た
い
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�� ��
��

��
　

お
互
い
を
補
い
、
助
け
合
う
二
人

　
　
　

明
る
く
て
楽
し
い
家
庭
に
し
た
い

新
婚
さ
ん
募
集
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
へ
！　
�
２
２
―
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

豊田子育て支援センター

 「うさぎっ子」 １周年記念コンサート

　12月２日、「うさぎっ子」の愛称で親しまれている豊
田子育て支援センターにおいて、開所１周年記念コン
サートを開催しました。
　当日は、施設を利用されている親子など約100名が来
場。まず、コンサートに先立ち、ＪＡ中野市女性部か
ら寄贈された電子ピアノの贈呈式を行い、このピアノ
の演奏に合わせて「故郷」を全員で合唱しました。
　続いて、長野フィルハーモニー管弦楽団・ボランテ
ィアの皆さんによる演奏が行われ、軽快なリズムに合
わせて会場にいる皆さんが手をたたくなど、楽しい時
間を過ごしました。
　また、イベントの最後にはサンタクロースが登場し、
手づくりおもちゃのプレゼントを受けとった子どもた
ちは大喜びしていました。

������

��������

～ＪＡ中野市女性部から電子ピアノが寄贈～
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期
日　

２
月　

日�
25

会
場　

牧
の
入
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

（
現
地
集
合
）

日
程
（
予
定
）

①
受
付　

午
前
８
時　

分
〜
９
時

15

②
開
会
式　

午
前
９
時　

分
〜

15

③
競
技　

午
前　

時　

分
〜
正
午

10

30

④
閉
会
式　

午
後
１
時
〜
２
時

※
競
技
以
外
は
ス
キ
ー
セ
ン
タ
ー

前
（
第
６
リ
フ
ト
乗
り
場
前
）

で
行
い
ま
す
。

参
加
資
格　

市
内
に
在
住
・
在
勤

・
在
学
（
小
学
校
３
年
生
以
上
）

さ
れ
て
い
る
方

競
技
種
目　

大
回
転

競
技
区
分
（
全　

区
分
）　

13

・
小
学
生
低
学
年
（
３
・
４
年
生
）

　

①
女
子
及
び
②
男
子

・
小
学
生
高
学
年
（
５
・
６
年
生
）

　

③
女
子
及
び
④
男
子

・
中
学
生
⑤
女
子
及
び
⑥
男
子

・
⑦
青
年
男
子
（　

才
未
満
）

20

・
⑧
一
般
女
子

・
⑨
成
年
男
子
１
部
（　

才
以
上

20

　
　

才
未
満
）

30
・
⑩
成
年
男
子
２
部
（　

才
以
上

30

　
　

才
未
満
）

40

期
日　

１
月　

日�
、
１
月　

日

21

28

�
、
２
月
４
日�

会
場　

牧
の
入
ス
ノ
ー
パ
ー
ク

（
現
地
集
合
・
現
地
解
散
）

日
程　

①
受
付　

午
前
９
時
〜
９
時　

分
45

②
レ
ッ
ス
ン　

午
前　

時
〜
正
午
、

10

午
後
１
時
〜
３
時

※
バ
ス
送
迎　

市
民
体
育
館
駐
車

場
に
午
前
８
時　

分
集
合
、
午

15

後
４
時　

分
解
散

15

参
加
資
格　

小
学
２
年
生
以
上

（
初
心
者
、
市
外
の
方
も
参
加
可
）

種
目　

①
一
般
レ
ッ
ス
ン

②
ポ
ー
ル
レ
ッ
ス
ン

③
シ
ニ
ア
レ
ッ
ス
ン
（　

才
以
上
）

45

④
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
レ
ッ
ス
ン
（
初

　

心
者
対
象
）

参
加
料　

１
日
２
５
０
０
円
、
２

日
間
４
０
０
０
円
、
３
日
間
５
０

０
０
円
（
障
害
保
険
料
込
、
リ
フ

ト
代
別
）

※
バ
ス
送
迎
料
は
、
昼
食
付
き
で

１
回
１
名
１
０
０
０
円
で
す
。

ま
た
、
付
き
添
い
の
み
の
方
も

ご
利
用
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　

１
月　

日�
12

※
期
限
後
の
申
し
込
み
も
受
け
付

け
ま
す
が
、
初
回
の
傷
害
保
険

は
未
加
入
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　

参
加
料
を
添
え
て
、

市
民
体
育
館
ま
た
は
マ
ツ
ヤ
ス
ポ

ー
ツ
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

募
集
す
る
住
宅　

若
者
住
宅
（
大

字
永
江
南
沖
団
地
内
）

募
集
期
間　

１
月　

日�
〜　

日�

11

25

抽
選
日
時　

１
月　

日�
午
後
２
時

29

抽
選
会
場　

豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー

選
考
方
法　

公
開
抽
選
に
よ
り
入

居
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

入
居
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
方

・
⑪
壮
年
男
子
１
部
（　

才
以
上

40

　
　

才
未
満
）

50
・
⑫
壮
年
男
子
２
部
（　

才
以
上

50

　
　

才
未
満
）

60
・
⑬
壮
年
男
子
３
部
（　

才
以
上
）

60

※
年
齢
は
平
成　

年
１
月　

日
を

19

31

　

基
準
と
し
ま
す
。

参
加
料　

大
人
２
０
０
０
円
、
中

学
生
１
５
０
０
円
、
小
学
生
１
０

０
０
円

※
傷
害
保
険
料
込
、
リ
フ
ト
代
別

表
彰　

各
競
技
１
位
〜
６
位
ま
で

賞
状
、
１
位
〜
３
位
ま
で
ト
ロ
フ

ィ
ー
、
４
位
〜
６
位
ま
で
メ
ダ
ル

を
贈
り
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
全

員
に
参
加
賞
を
贈
り
ま
す
。

※
閉
会
式
終
了
後
、
豪
華
景
品
が

　

当
た
る
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
限　

２
月
３
日�
ま
で

申
込
方
法　

参
加
料
を
添
え
て
、

市
民
体
育
館
内
大
会
事
務
局
ま
た

は
マ
ツ
ヤ
ス
ポ
ー
ツ
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導

者
に
よ
る
親
切
丁
寧
な
レ
ッ
ス
ン

で
、
ビ
ギ
ナ
ー
か
ら
エ
キ
ス
パ
ー

ト
ま
で
、
ど
な
た
で
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
ま
す
。

国民年金保険料は納期限までに納めましょう

①
今
現
在
同
居
し
、
ま
た
は
今
後

同
居
し
よ
う
と
す
る
夫
婦
（
届

出
を
し
て
い
な
い
が
事
実
上
婚

姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る

方
及
び
婚
姻
予
定
の
方
等
を
含

む
）
で
あ
る
こ
と
。

②
使
用
を
許
可
さ
れ
た
と
き
に　
45

歳
以
下
の
方
で
構
成
す
る
世
帯

で
あ
る
こ
と
。

③
使
用
す
る
方
及
び
同
居
す
る
親

族
の
総
所
得
年
額
が　

万
円
未

780

満
で
あ
る
こ
と
。

④
将
来
に
わ
た
り
中
野
市
に
居
住

す
る
方
。

中
野
市
民
ス
キ
ー
大
会

市
民
体
育
館
内
大
会
事
務
局

�
３
５
７
２

�

●国民年金の保険料はいくら？
　国民年金の月々の保険料は13,860円です。納期限は翌月の末
日です。また、保険料を前払い（前納）すると保険料がお安く
なります。口座振替はさらに保険料が安くなりお得です。
●保険料の納め方は？
　①金融機関・郵便局・コンビニの窓口で納める
　②口座振替で納める
　③インターネットや携帯電話を利用して納める
●保険料を納めることが難しい方は？
　所得が少ないなど保険料を納めることが経済的に困難な場合
には、本人の申請手続によって保険料の納付が免除または猶予
される制度があります。（毎年申請が必要となります。）
●保険料を納めないと…
　保険料を未納のまま放置すると、将来の老齢基礎年金だけで
なく、いざというときの障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取
ることができない場合があります。納期限までに納めましょう。
�問 　市民課国民年金係(内線237)･豊田支所市民環境課市民環境
係（内線133）または長野北社会保険事務所（�026(244)4100）

中
野
市
民
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

市
民
体
育
館
内
市
体
育
協
会

事
務
局

�
３
５
７
２

�

若
者
住
宅
入
居
者
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
（
内

線
２
７
３
）
ま
た
は
豊
田
支
所

建
設
課
建
設
係
（
内
線
１
５
３
）

�
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《
皆
さ
ん
の
助
け
が
必
要
で
す
》

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
平

均
時
間
は
約
６
分
（
全
国
平
均
）

で
す
。
心
臓
停
止
状
態
か
ら
６
分

間
何
も
さ
れ
な
い
状
態
だ
と
、
ど

ん
な
高
度
な
治
療
を
受
け
た
と
し

て
も
約　

％
の
人
し
か
救
命
の
チ

10

ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

救
急
隊
が
到
着
し
て
か
ら
で
は

遅
い
の
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
を
助
け
る
こ
と

が
出
来
る
の
は
、
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
た
皆
さ
ん
の
救
命
処
置
な
の

で
す
。

　

豊
田
消
防
署
で
は
、
普
通
救
命

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
大

勢
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

１
月　

日�
　

午
後
１
時

21

〜
４
時

会
場　

豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階

受
講
資
格　

中
学
生
以
上
（
再
講

習
の
方
も
可
）

募
集
定
員　
　

名
（
定
員
に
な
り

30

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

申
込
方
法　

豊
田
消
防
署
、
豊
田

支
所
、
永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
、
上
今
井
事
務
所
に
申

込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
豊
田
消
防
署
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
も
可
能
で
す
。�
３
８
６
３

そ
の
他　

当
日
の
服
装
は
、
実
習

の
で
き
る
服
装
で
、
筆
記
用
具
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

昔
か
ら
伝
わ
る
、
ふ
る
さ
と
の

料
理
『
お
や
き
』
を
作
り
ま
す
。

　

母
か
ら
子
へ
、
そ
し
て
孫
へ
と

伝
え
て
い
き
た
い
料
理
で
す
。

期
日　

１
月　

日�
23

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

10

会
場　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講
師　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
員　
　

名
10

申
込
期
限　

１
月　

日�
17

交
流
料
理
教
室

参
加
者
募
集

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

【
毎
日
の
生
活
を
見
直
し

　

地
球
を
守
ろ
う
】

　

私
た
ち
の
生
活
は
、
自
動

車
や
電
化
製
品
の
普
及
に
よ

り
、
便
利
で
豊
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
多
く
を
石
油
や
石
炭
な

ど
の
化
石
燃
料
に
依
存
し
て

い
る
た
め
、
二
酸
化
炭
素
や

メ
タ
ン
な
ど
の
温
室
効
果
ガ

ス
を
大
量
に
大
気
中
に
放
出

し
、
地
球
の
温
暖
化
を
進
め

る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
毎
日
の
生
活
を

見
直
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

心
が
け
て
、
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と

は
、
地
球
の
温
暖
化
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。

冬
季
の
温
暖
化
対
策

★
暖
房
機
器
は
室
温　

℃
20

を
目
安
に
調
節
し
ま
し

ょ
う
。

★
暖
房
機
器
は
不
必
要
な

つ
け
っ
ぱ
な
し
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
電
気
、
ガ
ス
、
石
油
機

器
な
ど
を
買
う
時
は
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
イ
プ

の
も
の
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

★
煮
物
な
ど
の
下
ご
し
ら

え
は
電
子
レ
ン
ジ
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

★
お
風
呂
は
、
間
隔
を
お

か
ず
に
入
る
よ
う
に
し

て
、
追
い
焚
き
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

★
こ
た
つ
は
敷
布
団
と
上

掛
け
布
団
を
使
用
し
、

温
度
設
定
を
こ
ま
め
に

調
節
し
ま
し
ょ
う
。

シリーズ
��������

普
通
救
命
講
習
会

岳
南
広
域
消
防
本
部
豊
田
消
防
署

�
２
３
５
５

�

講
座
の
内
容　

パ
ソ
コ
ン
簿
記
の

基
本
操
作
、
複
式
農
業
簿
記
の
基

礎
知
識

募
集
対
象
者　

認
定
農
業
者
、
新

規
就
農
者
等
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
が
で
き
、
農
業
簿
記
を
習

得
し
た
い
意
欲
の
あ
る
方
。

開
催
日
程　

２
月
２
日�
か
ら　
28

日�
ま
で
の
毎
週
水
、
金
曜
日
の

午
後
（
計
８
回
）

会
場　

北
信
合
同
庁
舎
、
中
野
市

地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

参
加
負
担
金　

中
野
市
民
は
無
料

募
集
人
数　

先
着　

名
20

申
込
期
限　

１
月　

日�
ま
で

19

申
込
先　

北
信
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
ま
た
は
農
政
課
振
興
係

（
内
線
２
５
３
）

　

「
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」

は
、
社
団
法
人
全
国
リ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
が
発
行
す
る
資
格
で

す
。
平
成　

年
２
月
末
現
在
で
、

18

全
国
に
２
２
０
０
人
ほ
ど
お
り
、

森
林
整
備
活
動
や
子
ど
も
た
ち
の

自
然
体
験
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

で
、
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

期
日　

２
月　

日�
18

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場　

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ

ー
（
塩
尻
市
）

参
加
費　

一
般
２
５
０
０
円
、
学

生
１
５
０
０
円
（
資
料
代
、
保
険

料
等
を
含
む
）

講
座
内
容　

基
調
講
演
「
森
林
・

自
然
学
校
の
現
状
と
森
林
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
役
割
」
他

申
込
締
切　

２
月　

日�
16

定
員　
　

名
（
先
着
順
）

150

申
し
込
み
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

や

ま
ぼ
う
し
自
然
学
校

　

長
野
県
長
野
技
術
専
門
校
で
は
、

平
成　

年
度
訓
練
生
を
募
集
（
第

19

２
次
）
し
ま
す
。

訓
練
期
間　

１
年
間
（
平
成　

年
19

４
月
〜
平
成　

年
３
月
）

20

募
集
人
員　

①
Ｎ
Ｃ
機
械
科
７
名
程
度

②
電
気
工
事
科　

名
程
度

10

③
画
像
処
理
印
刷
科　

名
程
度

13

④
木
造
建
築
科　

名
12

応
募
資
格　

高
等
学
校
卒
業
ま
た

は
同
等
以
上
の
方

願
書
受
付　

１
月　

日�
ま
で

18

※
出
願
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
養
成
講
座

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
ぼ
う
し
自
然
学
校

０
２
６
８�
２
７
３
５

� パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

農
業
簿
記
講
座

北
信
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

�
０
２
２
１

�

長
野
県
長
野
技
術

専
門
校
学
生
募
集

�
長
野
県
長
野
技
術
専
門
校

０
２
６ （　

） ２
３
４
１

292

飯
山
公
共
職
業
安
定
所

０
２
６
９ （　

） ８
６
０
９

62
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出
願
受
付
期
間　

２
月　

日�
ま
で

15

資
料
の
請
求
（
無
料
送
付
）

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

（
月
曜
日
・
祝
日
休
み
）

※
詳
細
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.u-air.ac.jp

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
て
い

る
以
外
の
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（　

月　

日
現
在
で
掲
載
）

12

15

★
肘
掛
け
座
椅
子
★
ロ
ー
ラ
ー

ブ
レ
ー
ド
★
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★

大
人
用
三
輪
車
★
電
動
自
転
車

★
自
転
車
★
味
噌
桶
★
テ
ニ
ス

ラ
ケ
ッ
ト
★
子
供
服
★
ダ
ン
ベ

ル
★
三
味
線
★
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

★
小
引
き
出
し
★
五
月
人
形
★

プ
リ
ン
タ
ー
・
ス
キ
ャ
ナ
ー
★

電
子
ピ
ア
ノ
★
電
動
車
イ
ス
★
食

器
棚
★
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
★
ソ
フ
ァ

�
ゆ
ず
り
ま
す

ー
★
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
★
破
魔

矢
★
水
槽
（
飼
育
セ
ッ
ト
付
）

★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
三
味
線
★
ワ

ー
プ
ロ
★
車
イ
ス
★
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
★
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
★
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
★
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ
き
★
カ

ー
オ
ー
デ
ィ
オ
★
カ
ラ
オ
ケ
セ

ッ
ト
★
窓
用
ク
ー
ラ
ー
★
自
転

車
★
メ
リ
ー
（
赤
ち
ゃ
ん
用
）

★
電
動
自
転
車
★
シ
ル
バ
ー
カ

ー
（
手
押
し
）
★
子
供
服
（
双

子
の
男
の
子
用
）
★
テ
レ
ビ
★

車
用
ス
ピ
ー
カ
ー
（
屋
根
設
置
）

★
炊
飯
器
★
ガ
ス
コ
ン
ロ
★
冷

蔵
庫
★
洗
濯
機

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

�
��
�
�

�
��
�
�

大
学
卒
業
資
格
取
得

希
望
者
・
生
涯
学
習

希
望
者
募
集

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

０
２
６
６�
２
３
３
２

�

　

長
野
労
働
局
で
は
、「
個
別
労
働

関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
き
、
個
々
の
労

働
者
と
事
業
主
の
間
の
労
働
条
件
、

募
集
・
採
用
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
等
の
労
働
関
係
の
あ

ら
ゆ
る
紛
争
を
対
象
と
し
て
解
決

援
助
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

○
当
事
者
間
で
の
解
決
が
困
難
な

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
は
労
働
局
で

長
野
労
働
局
総
務
部
企
画
室

０
２
６
（　

）
０
５
５
１

223

�

場
合
、
長
野
労
働
局
が
、
解
決

の
方
向
に
つ
い
て
助
言
・
指
導

し
ま
す
。

○
弁
護
士
・
大
学
教
授
か
ら
構
成

さ
れ
る
長
野
紛
争
調
整
委
員
会

が
、
紛
争
解
決
の
た
め
の
あ
っ

せ
ん
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

　

海
王
丸
は
、富
山
県
新
湊
市（
現

海
王
丸

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

財
団
法
人 
伏
木
富
山
港
・
海

王
丸
財
団 
海
事
課

０
７
６
６�
５
１
８
１

�

射
水
市
）
に
係
留
さ
れ
て
以
来
、

全
国
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

海
王
丸
の
す
べ
て
の
帆
（　

枚
）

29

を
広
げ
る
総
帆
展
帆
は
、
年　

回
10

予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
作
業
な

ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　
　

歳
以
上
の
健
康
な

18

方
。
未
成
年
の
方
は
、
親
権
者
の

承
諾
が
必
要
で
す
。

主
な
活
動　

総
帆
展
帆
作
業
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
、
餅
つ
き
大
会

・
鏡
開
き
大
会
、
船
体
整
備
の
補

助
、
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士

に
よ
る
活
動
な
ど

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�
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　昨年、１年間(平成18年12月15日現在)の市内に誕生した赤ちゃ
んは、３９０人でした。
　今回は、名前(かな)ランキング、出生月ランキング、出生区ラ
ンキングを発表します。
■名前（かな）ランキング

　　　　　　住民基本台帳より調査(平成18年12月15日現在)
※今回の企画は、不定期に掲載していく予定ですが、こんなラン
キングを知りたいなどのご希望がありましたらお寄せください。
庶務課秘書広報係　�(22)2111（内線212）

　　　　　　　　　　E-mail　hisho@city.nakano.nagano.jp

女の子男の子
ももか

１位
ゆうき１位

ゆいれん２位
ゆなこうき３位
あいり、あみ、あやみ、さき、
ななみ、はな、はるか、ひよ
り、みゆ、みゆう、りな

４位
しょうた、だいき、はや
と、まさと、ゆうと、ゆ
うま、りく

４位

■出生月ランキング
女の子男の子

22人10月１位
22人

５月
１位

20人７月２位８月
19人８月３位20人７月３位

■出生区ランキング
女の子男の子

11人
西条

１位
10人下小田中１位

東吉田
９人

西町
２位

岩船西条

25　平成19年１月　広報なかの

１
月　

日�
ま
で

21

※
収
蔵
版
画
の
中
か
ら
銅
版
画

　

と
石
版
画
、
両
方
を
収
蔵
し

　

て
い
る
作
家
の
作
品
を
並
べ

　

て
展
示
し
ま
す
。

常
設
展
「
日
本
と
外
国�
―
ひ

と
び
と
の
す
が
た
―
」

１
月　

日�
〜
３
月　

日�

25

25

※
収
蔵
し
て
い
る
赤
川
版
画
の

　

中
か
ら
、
日
本
と
外
国
そ
れ

　

ぞ
れ
に
生
き
る
人
々
の
姿
が

　

描
か
れ
た
作
品
を
展
示
し
ま

　

す
。

第
３
回
「
松
本
馨
代
と
仲
間
た

ち
」
展

１
月　

日�
〜　

日�

14

28

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ポ
ス
タ
ー
展

２
月
１
日�
〜　

日�
12

市
収
蔵
屏
風
絵
展
「
一
畳
に
描

か
れ
る
雅
」

１
月　

日�
ま
で

28

※
市
で
所
蔵
す
る
町
田
曲
江
、

　

町
田
湘
湖
な
ど
の
屏
風
絵
を

　

展
示
し
ま
す
。

館
収
蔵
民
具
展
「
く
ら
し
と
文

化
」

２
月
２
日�
〜
５
月　

日�
20

※
日
常
生
活
で
使
わ
れ
て
い
た

　

道
具
を
始
め
農
耕
、
養
蚕
な

　

ど
館
蔵
し
て
い
る
様
々
な
民

　

具
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

常
設
展「
銅
版
画
と
石
版
画（
リ

ト
グ
ラ
フ
）」

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談

１月第３・５日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)２月９日�
13:00 ～16:00

行政相談所
豊田支所相談室
( 内線 116)

(豊田地域)２月９日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市子ども相談室
� ２２－２１１１
( 内線 278)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども相談室

� ２３ － ３１９１
(市子ども相談室)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども電話相談３１９１

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

南宮庁舎職業相談室
(�２ ３ － ４７１０）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程

　

外
国
人
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

在
留
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
外
国
人

を
雇
用
し
た
い
、
あ
る
い
は
外
国

人
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
の
皆

さ
ん
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

期
日　

１
月　

日�
27

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

期
日　

１
月　

日�
20

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

中
野
市
民
会
館

相
談
内
容　

土
地
・
建
物
の
登
記
、

会
社
の
登
記
・
供
託
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
サ
ラ
金
・
訪
問
販
売
な
ど
の

消
費
者
問
題
等
に
つ
い
て

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

司
法
書
士
無
料

法
律
相
談
所

県
司
法
書
士
会
飯
山
支
部

�
３
４
８
６
（
目
崎
）

�

外
国
人
対
象
無
料
相
談
会

県
行
政
書
士
会
北
信
支
部
国

際
部
会�
３
６
０
６

�

　

曜
日
ご
と
の
相
談
テ
ー
マ
に
つ

い
て
司
法
書
士
が
無
料
で
電
話
に

よ
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

ご
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

専
用
電
話
番
号

０
２
６
（　

）
２
１
１
０

232

相
談
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

★
相
談
テ
ー
マ
は
曜
日
ご
と
の
日

　

替
わ
り
で
す
。（
祝
祭
日
除
く
）

■
月
曜
日　

労
働
（
突
然
解
雇
を

言
い
渡
さ
れ
た
、
賃
金
・
退
職
金

を
払
っ
て
も
ら
え
な
い
、
な
ど
）

■
火
曜
日　

借
地
借
家
（
貸
家
を

明
け
渡
し
て
ほ
し
い
、
敷
金
を
返

し
て
も
ら
え
な
い
、
な
ど
）

■
水
曜
日　

登
記
・
相
続
（
土
地

建
物
の
名
義
を
変
え
た
い
、
相
続

の
話
し
合
い
が
つ
か
な
い
、
な
ど
）

■
木
曜
日　

成
年
後
見
（
高
齢
者

・
障
害
者
の
財
産
管
理
に
つ
い
て

相
談
し
た
い
、
後
見
人
の
な
り
手

を
探
し
て
い
る
、
な
ど
）

■
金
曜
日　

中
小
企
業
法
務
（
新

会
社
方
で
ど
う
変
わ
る
の
か
知
り

た
い
、
個
人
商
店
か
ら
会
社
に
し

た
い
、
な
ど
）

★
多
重
債
務
の
相
談
は
、「
ク
レ
ジ

ッ
ト
・
サ
ラ
金
１
１
０
番
」
で
受

け
付
け
ま
す
。

専
用
電
話
番
号

０
２
６
（　

）
４
１
１
０

232

相
談
時
間　

午
後
１
時
〜
４
時
、

祝
祭
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日

テ
ー
マ
別
日
替
わ
り

司
法
書
士
無
料
電
話
相
談

 「
日
替
わ
り
１
１
０
番
」

県
司
法
書
士
会
司
法
書
士
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー

０
２
６
（　

）
７
４
９
２

232
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中野市健康長寿課
　　   子 育 て 課
豊田支所健康福祉課
　　 　  子 ど も 課

����

�������

市の人口市の人口
（平成18年12月１日現在） （平成18年12月１日現在）

人　口　４６,５２１人（＋22）
　男　　２２,４８０人（＋ 2）
　女　　２４,０４１人（＋20）
世帯数　１４,８１１戸（＋47）

�������
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

18年９月生まれ１月23日�
３か月
健 診

18年５月生まれ１月24日�７か月
健 診

17年６月生まれ１月26日�
１歳 
６か月
健 診

16年12月生まれ１月22日�２ 歳
健 診

15年12月生まれ１月25日�３ 歳
健 診
※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

　健康づくりの知識や技術を身につ
け、家庭や地域で役立てましょう。
①２月１日�午後１時30分～
②２月７日�午前９時30分～
③２月14日�午後１時30分～
④２月23日�午前９時30分～
⑤３月２日�午後１時30分～
内容／メタボリックシンドロームな
　　　どに関する講話、調理実習ほか
会場／中野保健センター
申込期限／１月31日�
問合せ先／市役所健康長寿課または
　　　　　豊田支所健康福祉課

期日／２月13日�
時間／午後１時30分～４時
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　歯ブラシ
内容／母と子の歯の健康、 もく浴実習 ・

妊婦体験、 チ ャ イル ドシー ト 装着

�22－2111 内線242
�22－2111 内線356
�38－3111 PHS6120
�38－3111 PHS6118

休日診療所：中野保健センター�23－2255 
休日当番薬局携帯電話　�090-4125－8402 

　(ともに ９ 時～17時。日・祝日のみ) 
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(徳竹孝之･博子さん 吉田)

������   くん （３歳２か月）
かな た
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期日／１月16日�
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食
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　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。（無料）
子供－こだわりが強い、登校拒否、
　　　家庭内暴力、過食など
大人－イライラ、不眠、物忘れなど
日時／２月15日�午後２時～４時
会場／中野保健センター
申込期限／２月13日�
問合せ先／市役所健康長寿課または
　　　　　豊田支所健康福祉課

　新たに成人となる「はたち」の
皆さんを中心に実施しています。
期間／２月28日(水)まで
問合せ先／長野県赤十字血液セン
　　　　　ター�026（228）1414

はたちの献血キャンペーン

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
　ください。

  麻しん ・ 風しん混合 （はしか ・ 三日はしか）

第１期＝生後12～24か月未満　
第２期＝５歳以上７歳未満の方
　　　　 で、就学前の１年間（保
　　　　 育園、幼稚園の年長児）
※予防接種法の一部改正により、
　麻しん・風しんの単独ワクチン
　接種済みの幼児にも、第２期と
　して麻しん・風しん混合ワクチ
　ンを接種できるようになりま
　した。
※毎月実施していますので、接種
　される前月に実施医療機関へ
　予約してください。（無料）

対 
象 
・ 
接 
種 
方 
法

����
持ち物／母子健康手帳、予診票

ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

期日／１月23日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成18年９月生まれ
※３か月健診時に行います。

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)

受付時間／午後１時～１時50分

<中野保健センター >
２月５日�…中野、長丘、科野、倭
       ６日�…日野、 延徳、 平野、 高丘、 平岡
<豊田保健センター >
２月７日�…豊田地域

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　（３～８週間隔で３回
　　　　　接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（初回終了後12～18
　　　　　か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対 
象
・
接 
種 
方 
法

※豊田地域の方も、中野保健センタ
ーで接種を受けられます。
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１  農業委員会だより　 

１　

農
家
台
帳
、
農
地
地
図
情
報
、

航
空
写
真
を
連
携
し
た
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
た
の
で
、
シ
ス
テ

ム
を
広
範
囲
に
活
用
で
き
る
よ

う
検
討
さ
れ
た
い
。

２　

一
筆
調
査
の
実
施
、
無
断
転

用
の
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
す

の
で
、「
特
定
法
人
貸
付
事
業
」

「
市
民
農
園
等
」
に
つ
い
て
基

本
構
想
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、

実
現
可
能
な
検
討
を
。

３　

狭
隘
な
道
路
な
ど
条
件
が
悪

い
荒
廃
農
地
解
消
の
た
め
、
農

業
委
員
も
協
力
す
る
の
で
、
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
施
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

４　

荒
廃
地
化
が
進
ん
で
い
る
農

地
に
つ
い
て
、
農
業
委
員
が
実

態
を
報
告
し
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
農
地
を
農
地
保
有
合
理
化
法

人
に
集
積
し
管
理
耕
作
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
組
織
の
立
ち
上

げ
を
検
討
さ
れ
た
い
。

５　

農
村
集
落
が
崩
壊
す
る
前
に
、

「
集
落
営
農
」
の
推
進
を
積
極

的
に
Ｊ
Ａ
へ
働
き
か
け
、
農
業

委
員
を
活
用
し
た
中
野
市
版
の

「
集
落
営
農
」
を
構
築
す
る
事

を
検
討
く
だ
さ
い
。

６　

一
筆
調
査
し
た
農
地
の
内
、

利
用
が
困
難
な
農
地
、
不
在
地

主
の
農
地
、
借
り
手
の
な
い
農

地
を
農
地
保
有
合
理
化
法
人
に

集
積
す
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

１　

中
野
市
の
特
産
品
を
指
定
し
、

「
中
野
ブ
ラ
ン
ド
」
を
全
国
に

発
信
さ
れ
た
い
。

２　

鳥
獣
に
よ
る
被
害
を
無
く
す

為
、
農
業
委
員
が
中
心
に
協
議

会
を
設
置
し
対
策
を
講
じ
る
の

で
、
防
護
施
設
な
ど
助
成
制
度

等
有
効
な
対
策
を
研
究
・
実
施

さ
れ
た
い
。

３　

野
菜
・
果
樹
の
品
目
別
経
営

安
定
対
策
が
導
入
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
早
急

に
中
野
市
版
の
品
目
別
経
営
安

定
対
策
を
ま
と
め
ら
れ
た
い
。

４　

農
地
保
有
合
理
化
法
人
が
農

地
を
集
積
し
、
農
作
業
体
験
の

で
き
る
場
を
提
供
す
る
施
策
を
、

ま
た
、
都
市
住
民
等
と
の
交
流

を
よ
り
深
め
ら
れ
る
よ
う
施
策

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

５　

都
市
住
民
や
団
塊
の
世
代
の

人
達
を
募
集
し
、
耕
作
が
で
き

る
よ
う
資
金
面
･
技
術
面
で
支

援
し
て
下
さ
い
、
又
新
規
就
農

希
望
者
に
は
、
容
易
に
参
入
や

定
着
が
で
き
る
よ
う
施
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

６　

農
作
物
の
共
済
掛
金
の
助
成

措
置
の
引
き
上
げ
を
さ
れ
た
い
。

１　

き
の
こ
廃
培
地
や
家
庭
か
ら

出
る
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
こ

と
で
「
循
環
型
社
会
」「
循
環

型
農
業
」
を
構
築
で
き
ま
す
。

可
燃
ご
み
の
減
少
に
も
役
立
つ

と
思
う
が
、
こ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

２　

本
年
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
が
始
ま
り
、
食
の
安
全

・
安
心
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

る
な
か
、
Ｊ
Ａ
中
野
市
や
北
信

州
み
ゆ
き
で
は
、
飛
散
防
止
用

の
ネ
ッ
ト
の
購
入
助
成
、
遮
へ

い
作
物
の
ソ
ル
ゴ
ー
の
苗
を
希

望
者
に
無
償
配
布
す
る
等
施
策

を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
農
薬
の

適
正
使
用
と
飛
散
防
止
対
策
な

ど
、
周
知
徹
底
を
進
め
る
よ
う
、

又
作
物
の
団
地
化
の
指
導
を
さ

れ
た
い
。

３　

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
は
、
農
地
や
水
路
、
環
境

保
全
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
共
同
活
動
へ
の
助
成

措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
当
市
で

の
助
成
措
置
の
内
容
を
お
聞
き

し
た
い
。

１　

農
業
後
継
者
の
配
偶
者
不
足

問
題
は
本
人
同
士
の
問
題
で
す

が
、
き
っ
か
け
が
つ
か
め
な
い

若
者
も
多
く
い
ま
す
。
農
業
委

員
も
協
力
を
す
る
の
で
、
ぜ
ひ

出
会
い
の
場
、
ま
た
農
家
民
泊

な
ど
農
業
体
験
希
望
者
を
募
り
、

交
流
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き

た
い
。
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第４

　平成18年11月７日、武田俊道会長ほか代表
委員が、今年も青木市長に農業振興施策に関
する建議を行いました。
　今回の建議では、遊休荒廃農地対策、農産
物の振興策、循環型農業の推進、そして農業
後継者の配偶者問題について意見を述べまし
た。要旨は、次のとおりです。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
農
業
委
員
会

に
対
し
日
頃
か
ら
ご
指
導
、
ご
協
力

を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
一
年
を
省
み
ま
す
れ
ば
、

春
の
低
温
か
ら
始
ま
り
、
集
中
豪
雨
、

猛
暑
、
ま
た
一
昨
年
か
ら
続
い
て
お

り
ま
す
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
施

設
栽
培
へ
の
大
き
な
打
撃
と
思
い
巡
ら

せ
ば
、
こ
の
一
年
は
農
家
に
と
っ
て
決

し
て
良
い
年
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

近
年
個
人
消
費
の
低
迷
や
低
価
格

競
争
な
ど
、
将
来
の
方
向
が
な
か
な

か
見
え
な
い
状
況
で
す
。
農
家
で
は
、

農
業
を
す
る
若
者
の
減
少
・
高
齢
化

が
進
む
な
か
、
遊
休
荒
廃
農
地
の
増

加
な
ど
集
落
で
の
農
業
は
深
刻
な
事

態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、 生
活
環
境
、農

業
者
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
行
く

で
し
ょ
う
。
ち
ょ
っ
と
暇
を
作
っ
て
、

先
の
こ
と
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
の
担
い
手
で
あ
る
二
十
代
、

三
十
代
の
皆
さ
ん
、
農
業
者
年
金
に

入
り
ま
せ
ん
か
。「
先
の
こ
と
よ
り
今

の
こ
と
」
と
言
っ
て
、
目
の
前
に
あ

る
メ
リ
ッ
ト
を
自
分
で
拒
否
し
な
い

で
下
さ
い
。
保
険
料
は
毎
月
二
万
円

を
基
本
に
、
最
高
六
万
七
千
円
ま
で
、

千
円
単
位
で
決
め
ら
れ
ま
す
。
将
来

の
年
金
受
給
に
必
要
な
原
資
を
自
分

で
積
み
立
て
、
運
用
益
が
プ
ラ
ス
さ

れ
受
給
額
が
決
ま
り
ま
す
。
加
入
者

や
受
給
者
の
数
に
影
響
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

ち
ょ
っ
と
時
間
を
作
っ
て
家
族
で

考
え
て
く
だ
さ
い
。
農
業
委
員
会
や

Ｊ
Ａ
、
担
当
地
区
の
農
業
委
員
が
説

明
に
伺
い
ま
す
の
で
気
軽
に
聞
い
て

く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も

農
業
委
員
会
に
ご
指
導
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

十
月
七
日
、
八
日
「
第
三
十
一
回

中
野
ま
つ
り
」
が
東
京
都
中
野
区
役

所
で
あ
り
、
中
野
産
農
産
物
消
費
拡

大
宣
伝
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

行
政
・
Ｊ
Ａ
・
農
業
委
員
か
ら
の

メ
ン
バ
ー
十
五
名
で
、
七
日
午
前
五

時
半
に
中
野
区
役
所
へ
向
け
て
出
発

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

大
変
な
強
風
で
テ
ン
ト
も
張
れ
ず
、

試
食
用
の
紙
コ
ッ
プ
も
飛
ば
さ
れ
な

が
ら
準
備
を
進
め
、
準
備
も
整
わ
な

い
う
ち
か
ら
農
産
物
の
前
に
は
、
大

勢
の
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
に
触
れ
た
く

て
来
ら
れ
る
方
、
今
年
も
お
い
し
い

果
物
を
求
め
て
来
ら
れ
る
方
、
途
切

れ
る
事
な
く
寄
っ
て
来
て
は
買
っ
て

い
た
だ
き
「
お
い
し
い
ね
」
と
言
っ

て
、
買
っ
て
頂
い
た
お
客
様
と
の
何

げ
な
い
会
話
の
中
か
ら
点
が
線
で
繋

が
っ
て
行
く
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
顔
の
見
え
る
消
費

宣
伝
を
行
っ
て
い
く
事
に
よ
っ
て
、

産
地
を
し
っ
か
り
見
て
買
い
物
を
す

る
様
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
思
い
ま
し
た
。

　

次
の
日
は
法
被
を
着
た
市
長
さ
ん
、

Ｊ
Ａ
副
組
合
長
さ
ん
が
早
朝
よ
り
参

加
さ
れ
、
お
客
様
に
声
を
掛
け
、
宣

伝
・
販
売
に
一
生
懸
命
で
し
た
。
持

参
し
た
ト
ラ
ッ
ク
一
杯
の
り
ん
ご
、

ブ
ド
ウ
、 梨
、
キ
ノ
コ
、
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
は
、
二
日
目
早
々
に
完
売
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
の

中
で
「
中
野
市
を
知
ら
な
い
」
と
言

う
人
も
多
く
、
ど
の
様
に
知
名
度
を

上
げ
て
い
っ
た
ら
良
い
の
か
、
ま
た

「
中
野
市
に
来
て
見
た
い
」
と
言
う

方
々
に
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
満
足
し
て

頂
く
に
は
「
他
に
何
が
あ
る
だ
ろ
う

か
」
と
か
、
農
産
物
の
こ
と
だ
け
で

な
く
、
中
野
市
と
消
費
者
と
の
繋
が

り
を
考
え
た
時
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い

が
膨
ら
み
、
大
変
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
頂
い
た
二
日
間
で
し
た
。

　

去
る
十
一
月
五
日
・
六
日
北
茨
城

市
の
港
ま
つ
り
に
、
私
達
農
業
委
員

四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

心
配
さ
れ
た
天
候
も
お
祭
日
和
と

な
り
、
私
達
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

北
茨
城
市
は
茨
城
県
の
最
北
端
で

福
島
県
と
の
県
境
に
位
置
し
、
漁
業

が
盛
ん
で
、
野
菜
、
栗
な
ど
も
有
名

だ
そ
う
で
す
。「
し
ゃ
ぼ
ん
玉
」
な

ど
多
く
の
童
謡
の
作
者
と
し
て
有
名

な
野
口
雨
情
さ
ん
は
、
こ
の
町
で
生

ま
れ
、
後
に
中
山
晋
平
さ
ん
と
歌
を
通

し
て
進
行
を
深
め
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

我
が
中
野
市
と
北
茨
城
市
は
、
こ

の
二
人
が
縁
で
姉
妹
都
市
と
な
り
ま

し
た
。
以
来
交
流
を
重
ね
、
毎
年
こ

の
祭
り
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
市
役
所
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
、
農

業
委
員
の
二
十
四
名
が
バ
ス
一
台
を
借

り
、 中
野
市
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、特
産
品
で

あ
る
キ
ノ
コ
類
、
果
樹
類
、
加
工
品
な

ど
を
持
ち
込
み
販
売
を
し
て
来
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
人
が
多
く
見
え
ら
れ
た

の
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

商
品
を
並
べ
な
い
う
ち
か
ら
お
客

様
が
詰
め
掛
け
大
忙
し
で
、
試
食
も

間
に
合
わ
な
い
状
態
で
し
た
。

　

キ
ノ
コ
汁
は
、
無
料
配
布
、
信
州

味
噌
は
大
好
評
、
り
ん
ご
（
フ
ジ
・

王
林
）
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
試
食

用
に
持
っ
て
行
っ
た
物
ま
で
売
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
に
お
い
て

は
、
と
て
も
大
き
な
房
が
格
安
で
売

ら
れ
、
巨
峰
は
箱
単
位
で
買
わ
れ
る

お
客
様
が
あ
り
ま
し
た
。
全
て
の
商

品
が
完
売
し
今
ま
で
に
な
い
売
り
上

げ
に
な
り
、
疲
れ
が
吹
き
飛
び
ま
し

た
。
一
日
を
通
し
て
地
元
の
お
客
様

の
声
を
聞
き
、
交
流
が
出
来
た
こ
と

に
感
謝
し
、
り
ん
ご
三
兄
弟
の
名
前

・
味
を
憶
え
て
頂
い
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

次
の
日
、
農
業
観
光
施
設
「
茨
木

町
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
ど
き
ど
き
」

で
、
昼
食
を
取
り
ま
し
た
。
こ
の
施

設
は
農
業
体
験
施
設
で
地
元
で
作
ら

れ
る
野
菜
、
ハ
ム
な
ど
取
り
入
れ
た

バ
イ
キ
ン
グ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ス
ー
パ

ー
、
市
民
農
園
、
遊
園
地
が
あ
り
ま

す
。
都
会
の
人
達
が
こ
こ
に
来
れ
ば
、

ゆ
っ
く
り
と
一
日
過
ご
さ
れ
る
施
設

と
聞
き
ま
し
た
。
平
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
家
族
連
れ
の
お
客
様
が
多
く
、

賑
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
住
む
北
信
州
に
も
こ
の
よ

う
な
施
設
が
一
箇
所
あ
れ
ば
、 と
夢
を

膨
ら
ま
せ
、 一
路
家
路
に
向
か
い
ま
し
た
。

編
集
委
員
長　

海
野　

鐵
治

　

新
春
を
迎
え
市
民
皆
様
の
ご
多
幸

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
自

然
災
害
の
無
い
年
で
あ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
の
施
策
と
し
て
の
「
中
産
間
地

等
直
接
支
払
い
制
度
」
は
、
中
野
市

に
は
十
六
箇
所
あ
り
遊
休
荒
廃
農
地

の
解
消
に
機
能
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
農
地

･
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
は
、

農
地
の
多
目
的
機
能
の
維
持
推
進
と

い
う
こ
と
で
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」

は
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
所
掌
事
務
に
つ
い

て
は
着
実
に
推
進
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

は
上
原
、
土
屋
、
高
橋
、
海
野
が
担

当
し
ま
し
た
。

�
編
集
後
記�
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小
正
月
の
行
事
の
一
つ

ど
ん
ど
焼
。
各
地
区
で
作

り
方
は
様
々
と
は
思
い
ま

す
が
、
我
が
地
区
で
は
、

正
月
の
三
が
日
の
終
わ
っ

た
次
の
日
曜
日
ご
ろ
の
朝
、

地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
各

家
庭
を
回
り
、
正
月
飾
り
、

ダ
ル
マ
な
ど
を
回
収
し
、
大
人
た
ち

が
や
ぐ
ら
を
組
み
、
藁
を
詰
め
、
回

収
さ
れ
た
ダ
ル
マ
等
を
飾
り
、
ど
ん

ど
焼
き
の
夜
を
待
ち
ま
す
。

　

最
近
は
、
少
子
化
で
子
ど
も
が
少

な
く
、
作
業
は
大
人
が
中
心
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
昔
は
各
組
と
も
幅
広

い
年
齢
の
子
ど
も
が
集
ま
り
、
作
業

で
の
交
流
や
、
様
々
な
知
恵
や
地
域

の
様
子
、
伝
統
な
ど
を
年
上
の
子
ど

も
か
ら
教
わ
っ
た
り
、
ま
た
、
悪
ガ

キ
は
隣
組
の
道
祖
神
を
倒
し
た
、
先

に
火
を
つ
け
た
、
な
ど
と
自
慢
話
が

弾
み
ま
し
た
。

　

今
の
時
代
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

そ
こ
ま
で
や
ら
せ
ら
れ
な
い
と
は

思
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
は
大
人
が
関

与
し
て
い
な
い
、
子
ど
も
た
ち
だ
け

の
共
同
作
業
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ

る
経
験
や
、
年
齢
の
違
う
子
ど
も
と

の
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

（
＠
）
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しめ縄づくりの講習風景（12月15日 中央公民館）
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「
今
年
は
ど
ん
な
年
に
…
。」

ま
だ
見
え
な
い
も
の
へ
の
思
い
を
、
金
子
み
す�

さ
ん
は
昼
の
星
に
例
え
て
「
見
え
ぬ
も
の
で
も
、

あ
る
ん
だ
よ
」
と
詠
い
、
サ
ン
テ
ク
ジ
ュ
ベ
リ
は

『
星
の
王
子
さ
ま
』
の
中
で
「
心
で
見
な
く
ち
ゃ
、

も
の
ご
と
は
よ
く
見
え
な
い
っ
て
こ
と
さ
。
か
ん

じ
ん
な
こ
と
は
、
目
に
は
見
え
な
い
」
と
著
し
、

染
色
家
の
志
村
ふ
く
み
さ
ん
は
「
桜
の
樹
皮
に
よ

る
染
色
は
季
節
に
よ
っ
て
色
合
い
が
異
な
る
」
こ

と
か
ら
外
見
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

と
語
っ
て
い
る
。

今
年
も�
こ
れ
か
ら
見
え
て
く
る
真
実�
を
求
め

た
い
。
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中
野
市
公
民
館
で
は
、
時
代
の

推
移
、
社
会
の
変
化
を
見
据
え
な

が
ら
課
題
を
掘
り
起
こ
し
、
よ
り

人
間
ら
し
く
生
き
る
知
恵
を
生
み

出
し
、
希
望
に
満
ち
た
明
る
く
住

み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
た
生
涯
学
習
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
二
十
一
世
紀
の
入
口
に

立
つ
今
、
豊
か
な
心
を
育
み
、
幸

福
に
暮
ら
せ
る
中
野
市
づ
く
り
を

願
い
、
私
た
ち
の
「
生
き
方
」
に

つ
い
て
足
元
か
ら
課
題
を
見
つ
け
、

問
い
深
め
て
い
こ
う
と
、
平
成
十

三
年
度
か
ら
「
な
か
の　

市
民
講

21

座
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
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今
、
わ
が
国
は
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
高
度
情
報
化
が
め
ざ
ま
し

く
進
歩
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
国

際
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

人
間
関
係
が
希
薄
に
な
り
、
心
の

貧
弱
化
、
子
ど
も
へ
の
教
育
力
の

低
下
な
ど
、
様
々
な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

新
中
野
市
誕
生
か
ら
一
年
半
が

経
過
し
、
こ
こ
に
生
き
る
私
た
ち

市
民
の
誰
も
が
、「
新
中
野
市
」
に

限
り
な
い
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

未
来
に
向
か
っ
て
の
発
展
の
根
源

は
、
こ
こ
に
生
き
る
私
た
ち
が
夢

や
希
望
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
も
大
人
も
心
を
ふ
く
ら
ま

せ
、
と
も
に
生
き
る
市
民
で
あ
り

た
い
と
願
い
、
次
の
と
お
り
学
習

内
容
を
掲
げ
ま
す
。

・　

人
間
ら
し
い
生
き
方
を
考
え
る

・　

精
神
性
の
高
い
市
民
生
活
を

ど
の
よ
う
に
送
る
か

・　

世
界
に
発
信
し
て
い
け
る
中

野
市
民
の
心
や
姿
の
具
現
に

つ
い
て

・　

明
日
へ
心
（
夢
・
希
望
）
を

ふ
く
ら
ま
そ
う

・　

子
ど
も
も
大
人
も
育
つ
地
域

社
会
づ
く
り
に
つ
い
て

・　

情
報
社
会
と
よ
り
よ
い
市
民

生
活
の
た
め
に
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平
成
十
七
年
四
月
に
新
た
な
船

出
を
し
た
新
中
野
市
。
そ
し
て
、

新
市
は�
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と　

文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち�
を
将

来
像
と
し
て
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
将
来
像
に
あ
る�
緑
豊
か
な

ふ
る
さ
と�
に
は
、
自
然
と
と
も

に
暮
ら
す
こ
と
の
中
に
、
幸
福
で

人
間
的
な
生
き
方
を
求
め
る
中
野

市
民
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

未
来
に
夢
と
希
望
を
も
ち
、
明

日
へ
心
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
く
学

び
を
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、

子
ど
も
も
大
人
も
と
も
に
元
気
で

活
力
に
満
ち
た
中
野
市
民
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
度
「
な
か
の　

市
21

民
講
座
」
で
は
、
こ
の
願
い
を
市

民
の
皆
様
が
と
も
に
考
え
、
問
い

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
な
か
の

　

市
民
講
座
推
進
委
員
会
」
を
立

21ち
上
げ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
参
画
し
て
い
た
だ
く
中
で
講
座

推
進
に
つ
い
て
ご
協
議
い
た
だ
き
、

今
年
度
は
二
回
の
講
演
会
を
計
画

し
ま
し
た
。
第
一
回
目
は
「
人
の

暮
ら
し
と
自
然
環
境
」
を
テ
ー
マ

に
、
第
二
回
目
は
「
悩
め
る
子
ど

も
た
ち
を
ど
う
救
う
か
」
を
テ
ー

マ
に
取
り
上
げ
た
講
演
で
す
。

　

二
十
一
世
紀
、
そ
し
て
新
市
の

出
発
に
あ
た
り
、
年
齢
を
問
わ
ず

広
く
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
大
勢
の
皆
様
の
お
出
か
け

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

第
一
回
目
の
講
演
会
に
つ
い
て

は
、本
誌
今
月
号
最
終
ペ
ー
ジ「
今

月
の
伝
言
板
」
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。
第
二
回
目
は
来
月
号
の
同
コ

ー
ナ
ー
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

オペラ歌手に導かれて歌う楽しさをオペラ歌手に導かれて歌う楽しさを
（平成15～17年度）（平成15～17年度） 養老孟司先生講演会（平成16年度）養老孟司先生講演会（平成16年度）
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●
講
演
会�
 
「
混
迷
の
時
代
を
ど
う
乗
り
切
る
か
」

　
　
　
　
　
　
　
 
作
家　

猪
瀬 
直
樹　

先
生

●
講
演
会�
 
「
高
齢
社
会
を
ど
う
生
き
る
」

　
　
　
　
　
　
　
 
評
論
家　

樋
口 
恵
子　

先
生

●
講
演
会�
 
「
二
十
一
世
紀
を
ど
う
生
き
る
か
」

　
　
　
　
　
　
　
 
哲
学
者　

川
田　

殖　

先
生

●
コ
ン
サ
ー
ト　

〈
フ
ル
ー
ト
〉
二
階
堂 
泉 
氏 
、 〈
バ
ス
ー
ン
〉

　
　
　
　
　
　
　
　

張
經
綸 
氏 
、〈
ピ
ア
ノ
〉
鈴
木
真
理
子 
氏

わ
が
国
の
二
十
世
紀
後
半
は
、
技
術
革
新
、
高

度
経
済
成
長
、
情
報
化
に
よ
っ
て
め
ざ
ま
し
い

発
展
を
遂
げ
、
生
活
の
便
利
さ
と
飽
食
の
時
代

を
招
き
ま
し
た
。
自
然
破
壊
、
人
間
関
係
の
希

薄
、
心
の
貧
弱
化
、
子
ど
も
へ
の
教
育
力
の
低
下
、
高
齢
化
に

よ
る
福
祉
の
拡
大
と
破
綻
等
々
、
影
の
部
分
も
大
き
く
な
っ
て

二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
。
本
当
の
豊
か
さ
と
は
、
何
が
人
間
ら

し
い
生
き
方
な
の
か
を
足
元
か
ら
見
つ
め
直
し
て
い
く
講
座
と

し
て
開
設
し
ま
し
た
。

●
音
楽
講
座 
「
オ
ペ
ラ
歌
手
に
導
か
れ
て
歌
う
楽
し
さ
を
」

（
全
五
回
）

　
　
　
　
　
　
　
 
オ
ペ
ラ
歌
手　

小
林 
大
作　

先
生

●
講
演
会�
 
「
笑
い
が
空
か
ら
降
っ
て
く
る
」

　
　
　
　
　
　
　
 
伊
奈
か
っ
ぺ
い　

先
生

●
講
演
会�
 
「
メ
デ
ィ
ア
漬
け
と
子
ど
も
の
危
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
〜
現
代
子
育
て
の
落
と
し
穴
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
 
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
専
門
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
 
清
川 
輝
基　

先
生

私
た
ち
中
野
市
民
の
生
き
方
を
足
元
か
ら
課
題

を
と
ら
え
考
え
合
う
本
講
座
で
、
全
て
の
講
座
、

講
習
、
教
室
、
講
演
及
び
実
習
等
の
内
実
が
深

ま
り
つ
な
が
る
よ
う
位
置
付
け
ま
し
た
。
学
び

の
形
式
は
、
講
演
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
演
習
等
、
目
的
に

合
わ
せ
て
工
夫
し
、
本
年
度
は
「
市
民
音
楽
講
座
」
の
創
設
・

充
実
を
図
り
ま
し
た
。

●
音
楽
講
座 
「
オ
ペ
ラ
歌
手
に
導
か
れ
て
歌
う
楽
し
さ�
」

（
全
七
回
） 

　
　
　
　
　
　
　
 
オ
ペ
ラ
歌
手　

小
林 
大
作　

先
生

●
講
演
会　
 
「
人
の
暮
ら
し
と
自
然
環
境
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
 
哲
学
者　
　

内
山　

節　

先
生

●
音
楽
鑑
賞
講
座
「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
リ
サ
イ
タ
ル
」

　
　

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト　

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
シ
ル
バ
ー
シ
ュ
ラ
ッ
グ　

氏

　
　

ピ
ア
ノ　

東
海
大
学
芸
術
科
講
師　

青
山 
夏
実　

氏

私
た
ち
の
生
き
方
に
か
か
わ
る
課
題
の
と
ら
え

方
、
学
び
の
形
式
や
方
法
、
指
導
者
の
選
び
方

・
依
頼
、
講
座
案
内
、
講
座
後
の
評
価
等
に
つ

い
て
、
ひ
と
つ
一
つ
学
習
者
の
立
場
か
ら
問
い

深
め
な
が
ら
推
進
し
ま
し
た
。
講
座
推
進
の
あ
り
方
、
学
び
合

っ
て
い
く
側
面
も
重
視
し
、
二
年
間
取
り
組
ん
で
そ
の
成
果
を

お
さ
め
て
き
た
「
市
民
音
楽
講
座
」
の
発
展
的
推
進
を
図
り
ま

し
た
。

●
講
演
会�
 
「
元
気
を
養
い
、
人
生
を
楽
し
む
」

　
　
　
　
　
　
　
 
歴
史
家　

立
川 
昭
二　

先
生

●
講
演
会�
 
「
ま
ず
大
人
が
大
志
を
抱
け
」

　
　
　
　
　
　
　
 
東
海
大
学
教
授　

秋
山　

仁　

先
生

二
十
一
世
紀
の
入
り
口
に
立
つ
今
、
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、
我
々

の『
生
き
方
』を
問
い
深
め
ま
す
。
本
年
度
は「
子

ど
も
も
育
ち
、
大
人
も
育
つ
喜
び
を
実
感
す
る
」

こ
と
を
目
標
に
学
習
を
進
め
ま
し
た
。「
子
ど
も
は
親
の
後
ろ
姿

を
見
て
育
つ
。
親
が
変
わ
れ
ば
子
も
変
わ
る
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
親
が
ど
の
よ
う
な
姿
を
見
せ
れ
ば
よ
い
の
か
、
わ
か

ら
な
い
の
が
現
実
で
す
。
親
で
あ
る
前
に
、
人
間
と
し
て
成
長

し
て
い
く
学
び
を
進
め
ま
し
た
。
愛
情
に
裏
打
ち
さ
れ
た
親
子

関
係
を
育
み
な
が
ら
、
子
ど
も
が
育
つ
親
の
後
ろ
姿
、
変
容
を

求
め
て
講
座
を
開
設
し
ま
し
た
。

●
音
楽
講
座 
「
オ
ペ
ラ
歌
手
に
導
か
れ
て
歌
う
楽
し
さ�
」

（
全
八
回
）

　
　
　
　
　
　
　
 
オ
ペ
ラ
歌
手　

小
林 
大
作　

先
生

●
講
演
会　
 
「『
逆
さ
メ
ガ
ネ
』
で
地
域
社
会
・
教
育
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　

〜
幸
福
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り

を
目
指
し
て
〜
」

　
　
　
　
　
　
　
 
養
老 
孟
司　

先
生

こ
の
講
座
は
、
私
た
ち
中
野
市
民
の
生
き
方
に

か
か
わ
る
課
題
を
足
元
か
ら
と
ら
え
、
問
い
深

め
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
文
化
の
香
り
高
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま

す
。
全
て
の
講
座
、
講
習
、
教
室
、
講
演
及
び
実
習
等
の
内
実

が
深
ま
り
つ
な
が
る
よ
う
位
置
付
け
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
中

野
市
民
憲
章
第
三
章
の
具
現
を
視
点
に
創
設
し
た
「
市
民
音
楽

講
座
」
を
継
続
、
発
展
、
深
化
さ
せ
、
充
実
を
図
り
ま
し
た
。



���������������������������������������������������������
　

白
萩
の
会
は
、
北
部
公
民
館

を
利
用
す
る
陶
芸
グ
ル
ー
プ
で

す
。
今
年
は
北
部
公
民
館
の
文

化
祭
が
二
十
周
年
。
そ
し
て
、

私
達
の
会
も
二
十
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
二
年
九
月
か
ら
十

月
ま
で
北
部
公
民
館
の
陶
芸
講

座
を
受
け
、
十
一
月
の
文
化
祭

に
出
品
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
土
に
ふ
れ
、
物
を
作

る
楽
し
さ
を
味
わ
い
、
続
け
て

や
り
た
い
皆
の
あ
つ
い
気
持
ち

で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
当

時
の
会
員
は
十
名
程
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
会
の
名

称
は
、
初
代
会
長
さ
ん
の

提
案
で
釉
薬
の
一
つ
で
あ

る
白
萩
釉
か
ら
、
こ
の
奥

床
し
い
名
を
つ
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

結
成
当
時
は
、
ま
だ
北

部
公
民
館
に
は
窯
も
な
く
、

作
成
し
た
も
の
を
割
ら
な

い
様
、
細
心
の
注
意
を
し

な
が
ら
、
素
焼
、
本
焼
の

た
め
中
央
公
民
館
の
窯
へ

と
通
い
苦
労
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
さ
い
中
古
の

窯
を
入
れ
て
頂
き
、
又
そ

の
後
、
新
し
い
窯
を
入
れ

て
頂
き
ま
し
た
。
現
在
も

こ
の
二
基
の
窯
は
修
理
を
し
て

頂
き
な
が
ら
健
在
で
す
。
焼
成
、

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
と
お
世
話
に

な
っ
た�
黒
一
点�
の
初
代
会

長
様
を
中
心
に
、
今
は
八
名
で

和
や
か
に
楽
し
く
尚
焼
成
が
き

ち
ん
と
出
来
な
け
れ
ば
と
痛
感

し
、
皆
で
交
代
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
窯
出
し
の
時
の
悲
喜
交

々
の
思
い
は
格
別
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
毎
月
二
回
、
第
一
、

三
金
曜
日
夜
七
時
か
ら
九
時
ま

で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
入
会

大
歓
迎
で
す
。

　
　
　

岩
月　

友
子

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

こ
ん

に
ち
は�
�
�
�
�
�
�
�

白

萩

の

会

　

中
島 
文
書 
（
北
永
江
）
に
、「 
天 

も
ん
じ
ょ 

て
ん

 
文 
年
中
甲
越
戦
争
兵
火
の
た
め
永

も
ん江

村
焼
失
、
村
方
一
同
散
乱
滅
亡
、

凡
二
十
年
程
野
原
草
野
と
な
る
」

と
惨
状
を
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の

後
、
先
祖
三
兄
弟
を
始
め
追
々
人

集
ま
り
、
復
興
を
な
し
遂
げ
て
い

る
。

　

天
保 
郷
帳 
（
一
八
三
四
）
に
、

ご
う
ち
ょ
う

石
高
一
二
九
八
・
一
一
〇
石
と
あ

り
、
庄
屋
二
名
を
置
く
近
隣
に
な

い
恵
ま
れ
た
村
で
し
た
。

　

明
治
二
十
二
年
、
永
江
村
と
穴
田

村
が
合
併
永
田
村
と
な
り
、
以
来
北

永
江
は
村
の
中
心
地
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
永
田
小
学
校
、
農
協
、
警
官
駐

在
所
、
郵
便
局
、
高
野
辰
之
記
念
館
、

豊
田
飯
山
イ
ン
タ
ー
、
道
の
駅
等
、

主
な
公
共
施
設
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

史
跡
に
は
館
跡
「
永
井
館
」
が
あ

り
ま
す
。
元
禄
年
間
飯
山
藩
統
治
の

永
井
館
が
廃
絶
と
な
り
、 
真
宝 
寺
は

し
ん
ぽ
う

古
屋
敷
か
ら
館
跡
へ
移
転
、
一
宇
を

造
営
し
今
に
至
っ
て
い
る
。
高
野
辰

之
博
士
の
作
詞
「
朧
月
夜
」
に
あ
る

鐘
の
音
は
、
こ
の
寺
の 
入
相 
の
鐘
の

い
り
あ
い

音
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
 
天
正 

て
ん
し
ょ
う

寺
に
は
、 
佐  
伯  
石  
湯 
の
伝
説

さ 
え
き 
せ
き 
と
う

が
あ
り
ま
す
。
和
銅
二
年
（
七
〇
九
）

石
湯
が
越
後
の 
蝦  
夷 
を
永
江
に
追
撃

え 

ぞ

し
、
戦
死
者
を
こ
の
地
に
弔
っ
た
と

い
う
、
そ
の
古
塔
が
あ
る
。

　

こ
の
寺
に
は
、
毎
年
四
月
十
八
日

伝
統
の
「
嫁
せ
ん
ぼ
う
」
の
行
事
が

あ
り
ま
す
。

　

参
考
文
献
「
豊
田
村
誌
」「
長
野
」

　
　

小
林　

修
一

��

��

�

��

　

北
永
江
は
、
豊
田
地
区
の
や
や

北
に
位
置
し
、
飯
山
・
旧
牟
礼
村

・
旧
豊
野
町
・
野
尻
と
各
方
面
に

通
じ
る
交
通
の
要
衝
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
文
部
省
唱
歌
「
故
郷
」

の
作
詞
者
で
知
ら
れ
る
高
野
辰
之

博
士
の
出
身
地
で
あ
り
、「
高
野
辰

之
記
念
館
」
も
年
々
入
館
者
が
増

え
て
お
り
ま
す
。
斑
尾
川
沿
い
に

は
、
遊
歩
道
も
整
備
さ
れ
、
当
分

館
で
草
刈
り
や
清
掃
の
管
理
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

　

春
は
「
菜
の
花
祭
り
」
を
毎
年

開
催
し
て
お
り
、
長
峰
地
区
の
中
心

地
に
黄
色
い
鮮
や
か
な
花
が
咲
き
ま

し
た
。
祭
り
に
は
大
勢
の
参
加
者
が

あ
り
、
振
舞
い
酒
、
お
で
ん
、
ビ
ー

ル
や
ジ
ュ
ー
ス
、
お
や
き
、
お
に
ぎ

り
、
焼
き
鳥
等
の
販
売
、
カ
ラ
オ
ケ
、

バ
ン
ド
演
奏
、
合
唱
、
今
年
は
手

品
等
も
加
わ
り
賑
や
か
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
の
取
り
入
れ
も
終
わ

り
、
大
根
洗
い
や
野
沢
菜
の
漬
け

込
み
も
一
段
落
し
た
頃
の
文
化
祭

も
、
区
民
憩
い
の
行
事
の
一
つ
で

す
。
一
昨
年
は
災
害
で
取
り
止
め

に
な
り
、
去
年
は
大
変
盛
り
上
が

り
、
晩
秋
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
た
。
今
後
も
一
層
分
館
活

動
を
通
じ
て
、
区
民
及
び
地
域
の

皆
様
と
交
流
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

北
永
江
分
館
長　

中
村　

一
郎

北永江分館

�
�
�
�
�
�
�

当会作品展（今年度北部公民館文化祭にて）当会作品展（今年度北部公民館文化祭にて）

菜の花まつり（５月）菜の花まつり（５月）
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中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら中央公民館から
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

� � �
内　容　信墨会会員の書道作品の展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

　

今
年
十
月
、
オ
ラ
ン
ダ
で

開
催
さ
れ
た
第
四
回
世
界
車

い
す
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
選
手

権
の
日
本
代
表
と
し
て
出
場

さ
れ
た
、
高
丘
地
区
草
間
に
お
住
ま

い
の
長
島
は
つ
み
さ
ん
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

車
い
す
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
は
、
車

い
す
に
乗
っ
て
い
る
方
と
健
常
者
が

ペ
ア
を
組
ん
で
社
交
ダ
ン
ス
を
踊
る

ス
ポ
ー
ツ
で
、
長
島
さ
ん
が
こ
の
競

技
の
練
習
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は

一
九
九
九
年
。
昨
年
行
わ
れ
た
第
四

今月の伝言板

■やしょうまづくり講座
　色の重ね合わせがたのしいやしょうまづくりの講座
です。どなたでもご自由にご参加ください。
日　時　２月４日(日) 午前10時～正午
場　所　中央公民館 料理実習室
講　師　中野市食生活改善推進協議会会員の皆さん
定　員　親子(小学生以上)、一般の方あわせて30人

参加者募集

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２2-２ ６ ９ １　 ㈲２ ０ ６ ９ １

月の展示コーナー １

回
全
日
本
車
い
す
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

選
手
権
大
会
で
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
選
手
権
に
は
過
去
二
回
（
二

〇
〇
二
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
会
、
二
〇

〇
四
年
東
京
大
会
）
出
場
し
、
今
回

で
三
大
会
連
続
出
場
。
今
大
会
に
は

約
二
十
カ
国
が
参
加
し
、
日
本
か
ら

は
四
組
の
ペ
ア
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま

し
た
。
長
島
さ
ん
ペ
ア
は
、
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
部
門
の
ワ
ル
ツ
、
タ
ン
ゴ
、

ウ
ィ
ン
ナ
ー
ワ
ル
ツ
、
ス
ロ
ー
フ
ォ

ッ
ク
ス
ト
ロ
ッ
ト
、
ク
イ
ッ
ク
ス
テ

ッ
プ
の
五
種
目
に
出
場
。
毎
回
、
世

界
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
て
い
る
中
、

結
果
は
準
決
勝 （
十
二
組
）進
出
で
し
た
。

　

長
島
さ
ん
は
、
お
仕
事
の
傍
ら
講

演
会
や
学
校
の
講
師
と
し
て
も
活
動

す
る
な
ど
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
今
回
、
長
島
さ
ん
と
お
話
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
長
島
さ
ん
か
ら
の
一
言
。

「
障
害
が
あ
る
と
か
な
い
と
か
関
係

な
く
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動

か
す
こ
と
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
是
非
一
回
踊
っ
て

み
ま
せ
ん
か
」　
　
　
　

（
Ｋ
・
Ｓ
）

第４回車いすダンス世界選手権の競技風景第４回車いすダンス世界選手権の競技風景
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　「手前に 撚 って、こっちに 捻 る。次は間に入れる…」
よ ひね

講師の手本を忘れないよう心の中で“ブツブツ”つ
ぶやきながら作りました。自分の近くで作っている
人のしめ縄と比べながら、“これでいいのかな…”と
思ったり、慣れている人がどんどん作っているのを
見て、何とな
くあせったり。
真剣なひと時
でした。
　“見ている
のと作るので
は全然違うな
ぁ～”人が作
っているとき
は楽しそうにできているのに、自分で作ってみると
むずかしい…。写真取材をする目的も忘れて、つい
真剣に作ってしまいました。でも楽しかったです。
　講師の大宮先生には、材料のワラを作りやすく準
備していただき、おんべや稲穂の飾りもいただき、
本当に感謝です。最後に「皆さんそれぞれ良くでき
ました」との講師のことばに気を良くして、今年の
開運をこのしめ縄に託そう！          （Ｍ・Ｋ）

受講料　無料(ただし､材料費１人300円)
申込み　１月16日(火)から受付を開始します

■パソコンふれあいサロン
　パソコンを使ってみてわからないところや、インタ
ーネットの使い方などの相談に専門の指導員がお答え
します。お気軽にお出かけください。（メニューに沿っ
て進めるパソコン教室とは異なります。）
日　時　原則として毎週月曜日（祝日、年末年始を
　　　　除く）　午後１時30分～午後４時30分
場　所　中央公民館 団体室（パソコン室）
定　員　６人　　　料金・申込み　不要
その他　自宅で使用しているパソコンをご持参いただ
　　　　いても結構です

お知らせ
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今月の伝言板

参加者募集
西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら西部公民館から

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら豊田公民館から

≪今月号の表紙の写真≫ 伝統的な正月飾りの大黒締め
とごぼう締めの作り方を学んだ「しめ縄づくり講習会」

参加者募集

■やしょうまづくり講座（世代間交流事業）
　色とりどり、いろいろ模様、思い思いのやしょうま
を親子で、友人同士でつくってみましょう。
日　時　２月３日(土) 午前10時～正午
場　所　西部公民館 料理教室
講　師　中野市食生活改善推進協議会 原 楫　先生
定　員　子どもから大人まで20人
受講料　無料(ただし､材料費１人300円)

■高齢者学級②
　「一緒に歌おう、あの頃・あの時の歌」
　幼き頃、青春のあの日に口ずさんだ思い出の歌、そ
の歌とともに過ごした時代の思い出を、講師のお話と
ともにふり返り、懐かしんでみませんか。

日　時　１月11日(木) 午前10時～午前11時30分
場　所　豊田文化センター　　受講料・申込み　不要
講　師　元教員　神田加奈登　先生

■高齢者学級③  「祖父母の役割―孫への伝言」
　核家族化がすすむ中、家族にとって大事なおじいち
ゃん、おばあちゃんの役割をいっしょに考えてみませ
んか。
日　時　１月31日(水) 午前10時～午前11時30分
場　所　豊田文化センター　　受講料・申込み　不要
講　師　元中野市教育長・文芸家　宮川 洋一　先生

■クローズアップ豊田②
　　「豊田地域の地名の由来」
　豊田地域の歴史や風土、文化を理解し、再発見して
いただく講座の第２回目。今回は、豊田地域における
地名の由来を学び、地名に寄せる先人の願いに思いを
寄せてみませんか。
日　時　２月７日(水) 午後１時30分～午後３時
場　所　豊田文化センター
講　師　中野市文化財保護審議会委員  小林 修一 先生
受講料・申込み　不要

『日本文明と近代西洋』 ＮＨＫブックス
『富国有徳論』  中公文庫 （ア ジ ア 太平洋賞特別賞）
『鉄砲を捨てた日本人』 中公文庫
『文明の海洋史観』 中公叢書（読売論壇賞）
『文明の海へ』 ダイヤモンド社
『海洋連邦論』 ＰＨＰ研究所
『新しい「日本のかたち」』 藤原書店
『世界経済は危機を乗り越えるか』 ウェッジ
『グローバル・ヒストリーに向けて』 藤原書店
『「美の国」 日本をつくる』日経ビジネス文庫 ほか

なかの21市民講座 講演会

●主な著書
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日　時

会　場
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なかの21市民講座

講 演 会

こ
の
講
座
は
、
二
十
一
世
紀
の
入
口
に
立
つ
今
、

私
た
ち
は
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
足
元
か
ら
課
題

を
見
つ
け
て
、
問
い
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
。 今
回
は�
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と　

文

化
が
香
る
元
気
な
ま
ち�
を
目
指
す
中
野
市
に
あ

っ
て
、「
人
の
暮
ら
し
と
自
然
環
境
」
を
テ
ー
マ
に
、

皆
様
が
学
び
考
え
合
う
講
演
会
を
計
画
し
ま
し
た
。

お問合せ先
中 野 市 豊 田 公 民 館
℡３８－２９２２


	k0701_01
	k0701_02-03
	k0701_04-05
	k0701_06-07
	k0701_08-09
	k0701_10-11
	k0701_12-13
	k0701_14-15
	k0701_16-17
	k0701_18-19
	k0701_20-21
	k0701_22-23
	k0701_24-25
	k0701_26
	k0701_no_01-02
	k0701_b_01-06

